
CSR推進部

〒261-8539

千葉市美浜区中瀬1丁目5番地1	イオンタワービル7階

TEL	043-212-6476　FAX	043-212-6737

当報告書の詳細はイオンモールホームページでご覧いただけます。

イオンモール	サステナビリティレポート『未来への報告書	2008』

の内容についてのご質問・ご意見は下記へお寄せください。

当社は、2004年12月日本政策投資銀行（DBJ）よ
り環境格付融資を受け、格付結果は「環境への配慮
に対する取り組みが特に先進的」と評価されました。

イオンモールは、環境マネジメントの国際規格である
ISO14001をマルチサイト一括方式で2001年4月
18日に取得しました。

2008.7.25		30,000
環境に配慮し、植物性ソイ（大豆）
インクを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。



基本理念
お客さま第一

経営理念
イオンモールは、「輝きのあるまちづくり」を目指します。

「輝きのあるまち」とは :	私たちが創る「驚き、感動、喜び」のある生活拠点によって

	 魅力あふれる新しい生活があるまちのことを指します。

「パートナー」とは：	 地域社会、行政、ＮＰＯ、テナント企業、協力企業、地権者、投資家など、

	 まちづくりにかかわるすべての人を指します。

コーポレート・メッセージ

経営ビジョン
【グローバル 5】

●  2017 イオンモール国内外150体制

●  2017 働きたい企業・働きたいモール・ナンバー1

●  2017 RSCビジネスモデルを超えた新領域でオンリー1

●  2017 「驚き、感動、喜び」のある最高のサービスで、人気スポットナンバー1

●  2017 環境マネジメントモール世界ナンバー1

私たちは、パートナーとともに、輝きのあるまちを創造し、

地域で生活する人々の、より彩りあるくらしの実現に貢献し続けます。

イオンモールが展開する大型ショッピングモールは、単なる専門店の集まりではありません。

お客さま、地域のみなさま、テナントのみなさまとともに創る「まち」。

地域の新たな魅力を育て、こころ豊かな文化を発信する「輝きのあるまちづくり」に向けて、

「お客さま第一」を基本理念に、パートナー企業とともに心をひとつにして取り組んでいきます。

イオンモールは、

「輝きのあるまちづくり」を目指します。



イオンモール株式会社は、ショッピ

ングセンター（SC）専業ディベロッパー

として、大規模複合型SCの開発と管

理運営を通じて、地域社会の発展と文

化の向上に寄与しています。

イオンモールは、「イオン」の一員です

「イオン」は、事業持株会社であるイ

オン株式会社を中核に、国内外169

の企業で構成される小売り企業グルー

プ。お客さま第一の国際的な企業集団

をめざして、強固なグループ経営体制

を構築しています。

イオンとは

会社概要 （2008年2月20日現在）

社名	 イオンモール株式会社

設立年月日	 1911年11月

資本金	 166億62百万円

所在地	 千葉県千葉市

	 美浜区中瀬一丁目5番地1

SC数	 46カ所展開

事業内容	 大規模地域開発及び

	 ショッピングセンター開発と運営

	 不動産売買・賃貸・仲介

	 ［国土交通大臣（1）第7682号］ 

従業員数	 618名

イオンの基本理念
イオンは「お客さまを原点に平和を追

求し、人間を尊重し、地域社会に貢献

する」という不変の理念を堅持し、そ

の具現化のための行動指針である「イ

オン宣言」を胸に、「お客さま第一」を

実践してまいります。

平和

人間 地域

お客さま

イオンモールは、

「輝きのあるまちづくり」を目指します。

　この報告書は、イオンモール株式

会社が果たすべき社会的責任の目標

に対して、2007年度中にどこまで達

成できたか、今後の課題は何かにつ

いて、議事録やデータ、各部署への取

材をもとにレポートしたものです。各

種ガイドラインの項目にはこだわら

ず、イオンモールがめざす「街づくり」

の観点から編集しました。当社にか

かわるすべての人たちが、「誇り」に思

えるようなより良い企業に日々一歩

でも近づいていきたい。さまざまな

思いを込めて、ご報告いたします。

報告対象期間

2007年 2月21日～ 2008 年 2月20日

（対象期間外のものに関しては、その都度表記

しています）

＊SC：ショピングセンターの略

＊この報告書で「イオン」はイオン（株）及び

　関連会社を指します。
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イオン宣言
イオンは、日々のいのちとくらしを、開

かれたこころと活力ある行動で、「夢の

ある未来」（          ）に変えていきます。



 

イオンモールは2017年の経営ビジョンの

中で「世界ナンバーワンの環境マネジメント

モール」を打ち出しました。企業人である前に

「地球人」であり「生活者」として環境問題に

取り組むことが重要であると考えたからです。

私は、ショッピングセンター（SC）には4

つの機能があると思います。一つ目がお買い

物を楽しんでいただくショッピング機能、二

つ目が地域の伝統行事やお祭り、文化活動、

献血活動などのコミュニティ機能、三つ目が

物を買うだけでなく、心豊かに映画などを楽

しんでいただくエンターテイメント機能、そ

して四つ目が CO2 を削減したり、人にやさ

しいユニバーサルデザインを施設に取り入

れるなどした CSR（Corporate Social 

Responsbil ity ）機能です。

とくに四つ目は、企業が社会から認めてい

ただくための重要な機能です。なかでも、いま

世界的な課題になっている地球温暖化をは

じめとする環境問題に関しては、イオンモー

ルという企業として取り組むのは当然です

が、一人ひとりの従業員が毎日の生活でも環

境を意識して行動する、そうしたスキルを身

に付けることが、当社のもう一つの大きな使

命であると認識しています。

環境に配慮をしながら地域活性化を促す

モールビジネスのノウハウは、海外でも十分に

役立てることができると思います。2008年

秋にはイオンとともに中国・北京に大型ショッピ

ングモールを開業し、将来的に東南アジアでの

モールビジネスを積極的に展開する方針です。

イオンモールは、2 0 07年 8月21日にダ

イヤモンドシティと合併し、日本最大のモール

ビジネスを展開する企業になりました。私は、

この合併は「心と心の合併」であると社員に

語ってきましたが、幸い、社員たちはみな「新

しい会社をみんなで創ろう」という意気込み

で取り組んでいます。このエネルギーを新生

イオンモールの成長に役立たせるだけでな

く、より良い社会をつくるために使うことが必

要であると考えています。

私たちはSC開発のパイオニアとして、地域

の生活者に新たな価値を創造し続けてきまし

た。いま求められているのは、地域活性化の

お手伝いです。ここ数年、全国各地から「まち

づくりを手伝ってほしい」という切実な声が

寄せられ、街を再生したいという強い思いが

伝わってきます。イオンモールが蓄積してきた

モールビジネスのノウハウを駆使して、SCを

オープンさせることは、「輝くまちづくり」のお

手伝いをさせていただくことだと考えます。

従業員一人ひとりが誇りと自覚を持って

地域社会の課題解決に真摯に取り組む企業でありたい。

イオンモール株式会社 代表取締役社長

合併によるエネルギーを

社会に役立てることが求められる

CSR 機能の充実なくして、

社会の信用は得られない

22

トップ・コミットメント



イオンの基本理念は、「お客さま第一」の

姿勢を貫くことです。いま、お客さまが求めて

いるものは何かと考えると、それは「コミュニ

ティの創造」だといえます。20 07年11月に

イオンモール羽生をオープンさせたとき、15歳

の少女からこんな声をいただきました。「イオ

ンモールに来ると、おばあちゃんが楽しそう

です。家族で出かけることが多くなって、話題

が増えました」という内容でした。

ご家族が一家で楽しく買い物をされ、その

ことを話題に会話がはずむ……。日本人が忘

れかけた「団欒」が、イオンモールを一つの場

として復活しているのです。

イオンモール日の出では地域の成人式を開

催しました。それまでは、地域の公民館で開催

していたのですが、いかにも成人式にふさわし

く、晴れやかで、多くの人に祝福されながらの

成人式になりました。このほか、お子さんから

のお願いでお母さんのための誕生日コンサー

トを開くなど、各地域ごとに人々の生活になく

てはならない存在になっています。

このように、私たちのモールがある地域では

コミュニティが育っています。青森県のイオ

ンモール下田は、オープンしてから14 年経

ちますが、その地域で唯一人口が増えまし

た。2 0 07年秋にオープンしたイオンモール

日の出では、オープンしてから地域の住民が

15 0世帯増加しました。

モールが、地域の新しい魅力を生み出し、

コミュニティの活性剤となっているのです。

企業の使命として、従業員一人ひとりが働

きやすい職場環境をつくることも非常に大切

です。女性が育児しながら仕事を続けられる

職場づくりもその一つです。いま、女性のリー

ダーも育っています。働きやすい企業となるた

めには、従業員同士が、お互いに仕事や家庭

について忌憚なく話し合える風土づくりが必

要です。こうした従業員同士の結びつきから、

さらに家庭や地域の活動にまで広げていく。

会社、家庭、地域が一体となってより良い関係

を築いていくことが、ほんとうの意味でイオン

モールが地域社会の中に根づくことにつなが

ると思います。

イオンモールは合併を機に、名実ともに業

界のナンバーワン企業になりました。従業員

たちが、リーディングカンパニーの誇りと自覚

を持ちながら、自分たちが率先して行動するこ

とが社会を変えていく大きな力になると認識

し、最重要課題である環境対策や地域社会づ

くりに取り組んでいきます。

私たちのＣＳＲは、そんな一人ひとりの思い

の積み重ねなのです。

地域社会に「団欒」を復活

従業員が誇りを持って

ＣＳＲに取り組める企業として

3



2
0
1
7
年
「
グ
ロ
ー
バ
ル
5
」
を
め
ざ
し
て
。

2 0 07年 8月21日にイオングループのダ

イヤモンドシティと合併し、新生イオンモール

として新しいスタートを切りました。11月に

は、イオンモール羽生（埼玉県）、イオンモール

日の出（東京都）をグランドオープン、既存 SC

に関しても、11月にイオンモール川口キャラ

（埼玉県）、イオンモール千葉ニュータウン（千

葉県）の増床・リニューアルを実現し、4 6 SC

体制を実現しました。

合併を活かしたこれらの積極的な展開によ

り、2007年度イオンモールの業績は大幅に

伸長しました。営業収益は、ダイヤモンドシティ

19SCの増加269億300万円に加え、新規

開設5SC（前連結会計年度3SC、当連結会計

年度2SC）の寄与もあり、968億600万円（対

前期比155.5％）となりました。営業利益は

316億4,200万円（同144.6％）、経常利益

は306億8,100万円（同147.5％）、当期利

益174億3,900万円（同143.2％）で、19

期連続で増収増益を達成しました。

2007年度の資産合計は3,776億6,100

万円（対前期比1,4 4 6 億 3 0 0万円増）、流

動資産は17 8 億 3 , 2 0 0万円（同 6 7億増）

となり、固定資産は 3 , 5 9 8 億 2 , 9 0 0万円

（同1, 3 7 9 億 3 0 0万円増）となりました。

また、負債合計は2,549 億2,700万円（同

819 億4 0 0万円増）で、これらの結果、総

資産に占める負債比率は前年度 74 . 2％か

ら6 7. 5％に低下し、有利子負債比率に関し

ても同様に 3 4 . 3％から2 2 . 3％に低下、財

務体質の強化を図ることができました。

わが国の経済は、米国のサブプライムロー

ン問題による世界同時株安、米国経済の減

速などによって景気の先行きに不透明感が

増しています。さらには原油価格、原材料価

格の高騰などによる消費者物価の上昇に

よって、消費者の選別消費がいっそう厳しく

なっています。そうした状況下で、財政の健

全性を高め、資金調達の多様化、安定化を図

り、機動的な資金調達体制を確立するため、

2 0 0 8 年 4月7日付けで株 式会社格付 投

資情報センター（R & I）よりA＋の格付けを

取得しました。

46SC体制

経済報告

4

格付けA＋を取得、資金調達の機動性を高める

売上高と営業利益 総資産／自己資本比率売上高
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20 07年度、イオンモールは2017年に向

けた経営ビジョンを策定しました。世界のディ

ベロッパー面積ランキングでベスト5に相当

する「グローバル5」入りをめざすとともに、新

領域のビジネスモデルを開発し、オンリーワ

ンの存在となること、従業員満足を向上させ

ること、世界トップクラスの環境マネジメント

モールとなることなどです。

グローバル 5をめざす第一ステップとして、

2 0 0 8 ～ 2 010 年度の中期経営計画では、

①新規モールの出店拡大、②モール収益力の

向上、③国際事業の本格的な展開、④活性化

ビジネスへの取り組みを推進し、2010 年度

の小売売上高2兆円、営業収益2,000億円、

経常利益 6 0 0 億円の目標を掲げています。

初年度となる2 0 0 8 年度は、組織基盤の

強化のため、内部機構の改革にも着手しまし

た。地域で機動性を高めた営業組織とし、東

日本、西日本、九州などのエリア別開発体制を

強化しました。リスク管理やコンプライアン

ス強化、内部統制に向けたマニュアル整備な

ども力を注いでいきます。

国内では秋以降、イオンレイクタウンKAZE

街区（埼玉県）、イオンモールミエル都城駅前

（宮崎県）、冬にイオンモール草津（滋賀県）、イ

オンモール筑紫野（福岡県）の出店を予定して

います。また既存店の活性化は、20 0 8 年度

は11SCで取り組みます。

海外ではオリンピックが開催される中国・

北京市昌平区に、イオンとともに「北京イオン

国際商城ショッピングセンター」を開業、アジ

ア展開の第一歩とします。

こうした基盤を原動力に、2017年度に国

内外15 0 体制を確立、「働きたい企業・働き

たいモール・ナンバー１」をめざします。

イオンモールは、2005 年3月に、

「FTSE4 Good 指数シリーズ」銘

柄に選定されました。これは、環

境保全やステークホルダーとの関

係、人権への配慮の3 つの観点か

ら企業を評価する世界的な社会責

任投資（SRI）指標のひとつです。

2008 年 3月の見直しで、4 年連

続で組み入れられました。

FTSE4 Good 
指数シリーズに選定

日本政策投資銀行より、環境へ

の配慮が「特に先進的」の評価を

取得、最優遇金利で資金を調達

しています。

グループの保険代理事業を統合

イオン保険サービス株式会社誕生

イオンモールでは1973年に保険

事業を開始して以来、モールに来館さ

れるお客さまとイオンの従業員、専門

店向けに損害保険と生命保険を提案

してきました。2008年2月21日、グ

ループにおける保険代理店事業を統

合し、営業ノウハウや人材を共有化し、

経営資源をより有効に活用すること

を目的に、イオン株式会社、イオンクレ

ジットサービス株式会社の保険代理

業が統合、イオン保険サービス株式会

社が新たに誕生しました。

これからも全国のショッピングモー

ルを中心に、お客さまに親しみやすく、

信頼いただける来店型保険ショップを

運営するとともに、ショッピングモー

ルの安全をサポートしていきます。

イオンモールの財務・業績情報は　http://www.aeonmall.com/ir/report.html 5

2010年 営業収益2,000億円をめざす

売上高と営業利益 総資産／自己資本比率売上高
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● 日本経済新聞社　日経多角的企業評価システム

「プリズム（PRISM）」1,033社中48位

● 大阪・心ふれあうまちづくり大賞

「大阪市長賞」受賞　イオンモール鶴見リーファ

● 日本ショッピングセンター協会

第3回日本SC大賞2008

「人にやさしいSC賞」受賞　イオンモール下田

● 『Chain Store Age』誌

「ストア・オブ・ザ・イヤー 2008」第１位

イオンモール羽生

● 繊研新聞社　第10回ディベロッパー大賞

「新人賞」受賞　イオンモール羽生

外部からの評価

2007年11月23 日、イオンモー

ル熊 本クレアは、車いすの方や

高齢 者、お子さまづれ等の多様

な利用者に配慮した設備の充実

度や、わかりやすい誘導サインな

ど、ユニバーサルデザインへの取

り組みが評価され「県民が、見て・

触れて・使って選ぶ『くまもとUD

大賞』」を受賞しました。

イオンモール熊本クレアが
「くまもとUD大賞」を受賞
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イオンモールは20 0 8 年秋、中国・北京に、

ショッピングモールを出店します。現在の中

国は、経済発展の最中にあり、8月の北京オリ

ンピック、2 010 年の上海万博を控え、消費

者の意識も大きく変化してきています。モー

タリゼーション化の流れも、イオンモールが日

本で郊外型ショッピングモールをスタートさ

せた時代に非常によく似ており、まさにショッ

ピングセンターエイジ幕開けの時期といえる

でしょう。

すでに北京には世界の小売業、ウォルマー

トやカルフールといった名だたる企業が進出

していますが、当社のような郊外型ショッピン

グモールはまったく無いに等しいといえます。

日本で蓄積したノウハウを活かし、2 核１モー

ル型のスタイルを基本に、北京の市場に合わ

せた中国バージョンをつくりあげていきます。

日本からのテナントも数多く誘致し、中国

市場にとって魅力あるショッピングモールと

する予定です。私たちの中国への出店は、中

国にビジネス展開をしたいが商習慣の違いな

どでチャレンジを迷っている日本の商業者の

後押しにもなると考えています。

中国と日本とでは、消費者のライフスタイル

や考え方、テナントとの契約やさまざまな交渉

などが大きく異なります。しかし、単なる不動

産業ではなく、地域と一体となり、地域になく

てはならないショッピングモールをテナントと

ともに創り上げていくことは万国共通です。

「安全・安心・清潔」をキーワードにモールを

運営していくこと、CO2の削減、ごみの分別

やリサイクル、植樹活動など、国内と同じ最高

の基準をめざします。

イオンモールの長期ビジョンの「グローバ

ル5」は、名実ともに世界に評価される企業に

なることを意味します。そのためには単に海

外への事業展開だけではなく、当社の経営の

マネジメントシステムやビジネスプロセスのグ

ローバル化も推進していかなくてはなりませ

ん。そして真のグローバル企業へと脱皮して

いくことこそが、将来の成長と発展を約束す

るものなのです。

本年はまさにグローバル化元年。イオンの

総力を結集して北京1号店を成功させ、ここを

ベースに、長期目標である2 017年海外 5 0

ショッピングモール体制の実現に向け、本格

展開を図ってまいります。

国際戦略

6

■常務取締役 戦略本部長

平林 秀博

永旺国際商城購物中心 （中国・北京）

2008年秋オープン予定

国内46SCの経験とノウハウを武器に

キーワードは「安全・安心・清潔」

真のグローバルカンパニーとして



CSR ビジョン

C
S
R
を
果
た
す
取
り
組
み
が
、

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
へ
の
ス
テ
ッ
プ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新生イオンモール誕生にあたって、私たち

従業員はもとより、清掃・警備などモールの運

営管理に関わるパートナー企業やテナントの

従業員とともに「お客さま第一」の価値観を

共有し、「輝きのあるまちづくり」に貢献し続

けていくことを経営理念に掲げました。めざ

すべき企業像として「2017年グローバル 5」

の経営ビジョンを提示しています。私たちの

CSRは、そのビジョン実現のための日々の取

り組みでもあります。

ショッピングモールの安全・安心に配慮し、

「驚き、感動、喜び」をお客さまに提供してい

くこと。地域の経済的発展に寄与するとと

もに、地域の交流に貢献し文化を育てていく

こと。環境に徹底的に配慮したショッピング

モールとなること。そして、イオンモールで働

くすべての従業員とモールに関わるすべての

人が、やりがいを持って仕事に取り組める環

境を整備していくこと。

10 年後、2 0 年後の地域の姿を見つめな

がら、いま果たすべき社会的責任の取り組み

を進めています。

イオンモールでは全社を挙げてCSRに取

り組むために、毎月１回、社長を議長とし、取

締役を委員とした「イオンモールSR（Social 

Responsibility）会議を開き、コンプライ

アンス（法令順守）や環境、社会貢献に関する

テーマを討議しています。

2 0 07年度は、ダイヤモンドシティとの環

境マネジメントシステムの統合と、CO2 削減

に向けた活動の強化、社会貢献マニュアルの

整備に取り組みました。

2 0 0 8 年 5月 に は 管 理 本 部 組 織 内 に

C S R 推進部および C O 2 対策グループを新

たに設置。C O 2 排出削減をさらに推進し、

C S R のP D CA体制を強化していきます。

7

モールに関わるすべてのスタッフと
「お客さま第一」を実践

毎月1回「イオンモールSR会議」を開催

■イオンモールのＣＳＲの視点

自然・環境

地域社会 イオンモール

お客さま

従 業 員
雇用・能力発揮

テナント
共存共栄
価値の共有

お取引先さま
公正な取引

パートナー
企業

価値の共有

株 主
情報開示

株主価値の最大化

金融機 関
資金調達と返済

政府・行政
法の順守

パートナーシップ
納税

＊CSR（Corporate Social Responsibility）企業の社会的責任

お
客
さ
ま

株
主
総
会

監
査
役
会

イ
オ
ン
行
動
規
範

イ
オ
ン
モ
ー
ル
経
営
理
念

取
締
役
会

社
長

イ
オ
ン
モ
ー
ル
Ｓ
Ｒ
会
議

代
表
管
理
責
任
者

環
境
委
員
会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

P
マ
ー
ク
委
員
会

イ
オ
ン
行
動
規
範
委
員
会

社
会
貢
献
委
員
会

CO2
削
減
委
員
会

■イオンモールＣＳＲ推進図

●募金活動

●ボランティア活動

●社会福祉活動

●地球温暖化防止

●ISO14001推進

●コンプライアンス
　推進

●個人情報保護
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モ
ー
ル
の
開
発
か
ら
運
営
ま
で

私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
。

SC の CSR 基準

モールの運営

お客さま第一の徹底と

地域貢献活動を通じた

永続性のあるモールづくり

出店地域の選定

モールの設計・建設 オープンに向けて
～出店計画・交渉～

オープン前 経営ビジョン
【グローバル 5】

地域のニーズに

合った出店

設計段階から

環境への配慮

驚き、感動、喜びのある

テナント構成

地元テナントの

発掘・出店

地域の一員としてのモール準備、

コミュニケーションのパイプづくり

●	CO2削減

●	廃棄物の17分別

●	ゼロエミッションをめざす

●	節水・排水基準の順守

●	テナント従業員への環境教育

●	バス利用推進

●	エコドライブの呼びかけ

●	防災協定の締結

●	地域の新たな魅力づくりへの寄与

●	地産地消の推進

●	イオンモールや駐車場を活用したイベントなど

　	コミュニティ機能の充実

●	お客さまの声への対応

●	募金活動

●	従業員専用コンビニや	
	　育児施設など、福利厚生の充実	

●	スキルアップ支援

●	テナント従業員の定着と満足度向上

●	地域の生態系・
　	生物多様性への配慮

●	環境設計 ●	地域のみなさまと植樹　　　　

●	商圏調査・交通調査

●	地元の要望のヒアリング

●	建設時の振動・騒音対策 ●	独自のテナントミックス
（ナショナルチェーン、

地元専門店、地域初出店を

バランスよく配置）

●	バス便などの
新増設の交渉

●	行政窓口、銀行など
公共性の高い
サービスの強化

●	交通対策、駐車場対策

●	館内の案内表示の工夫

●	消防訓練

●	車いす駐車場の整備

環境
への
取り組み

果たすべき

責任

地域
との共生

従業員
とともに

環境負荷の低いモール設計

太陽光発電、屋上緑化

省エネ型整備の導入

リサイクル資材の採用

●	地元従業員の採用と入店前教育

→P12～ →P22 →P10

→P15

→P15

→P15

→P18

→P19

→P24

→P18

→P21

→P23

→P21

→P23

→P24

→P26

→P28

→P29

→P22

イオンモール日の出屋上より
周囲を望む

住民説明会

自然エネルギーの導入も
テーマのひとつ

地域本来の植生に配慮した植樹

駅とモールとを結ぶバスは、
お客さまの利便性向上とともに
CO2削減にも寄与

ごみ保管庫駐車場では
アイドリングストップを呼びかけ

テナント従業員も参加する
クリーン＆グリーン活動

土日も行政サービスが
受けられると好評

車いす駐車場

大規模災害に備えて
「バルーンシェルター」も配備

イオンモール大和に開設された
子育て支援拠点「こどもーる」

ペットボトル再生繊維を使った
エコタペストリー

アパレルメーカーと開発した
「FLAXUS」

2017 イオンモール国内外150 体制

イオンモールが創造した「モール」は、地域に愛され、貢献し続けます。

●イオンモールは、圧倒的な数と強い財務体質によって、強固な事業

基盤を確立し、一つひとつの「モール」を永続的に発展させます。

●イオンモールは、積極果敢にモールビジネスの進化を図る企業に

なるため、国内にとどまらず、東南アジアへの展開を推し進め、ア

ジアを代表し、また、世界に通用するグローバル企業になります。

2017 働きたい企業・働きたいモール・ナンバー 1

イオンモールの成長を支えるのは「人」であり、一番の原動力です。

〈働きたい企業ナンバー 1〉

●イオンモールは、国籍・男女・年齢を問わず、新しい価値観と独

創性のある「知」の結集を図り、自由で風通しのよい風土の中、

従業員自ら学び、変革と果敢な挑戦をし続けます。

●イオンモールは、人の成功をたたえ、人を認めることはもとよ

り、トップクラスの待遇も実現します。

〈働きたいモールナンバー 1〉

●イオンモールは、専門店をはじめ、「モール」で働く全従業員にとっ

て、どこよりも働きやすく、働き甲斐があり、働くことに誇りを感

じられる職場づくりを目指します。

2017 RSCビジネスモデルを超えた新領域でオンリー 1

イオンモールは、RSC開発のパイオニアとして、地域の生活者に新

たな価値を創造し続けてまいりました。

●イオンモールは、お客さまのくらしや、事業環境の変化を機敏に

感じとり、さらに一歩先んじた取り組みを行います。

●イオンモールは、新しいステージへのさらなる飛躍を誓い、RSC

専業ディベロッパーのビジネスモデルという、既定の枠を壊し、他

に類を見ない進化した商業施設づくりを通じて、再びオンリーワ

ンの企業を目指してまいります。

2017  「驚き、感動、喜び」のある最高のサービスで、
           人気スポットナンバー 1

イオンモールは「すべてはお客さまのために」行動し、お客さまか

ら愛されるモールづくりを目指します。

●イオンモールは、お客さまの「こうしてほしい」という要望に応

えます。

●イオンモールは、お客さまの「あったらいいな」にも応えます。

●イオンモールは、お客さまの期待を超えた「驚き、感動、喜び」を

実現するため、施設、便利さ、テナント揃え、接客で最高のサー

ビスを追求します。

2017 環境マネジメントモール世界ナンバー 1

イオンモールは、資源エネルギーを有効に活用し、サービスの質

を高めながらも、環境への影響を最小にするモールづくりを通じ

て、持続可能な社会の実現を目指します。

●イオンモールは、地球資源を保全し、循環型社会の構築を目指

すため、ゼロエミッションモールを実現します。

●イオンモールは、地球温暖化防止のため、CO2排出を削減します。

●イオンモールは、従業員全員で環境意識を高め、お客さま・パー

トナーへの啓蒙活動を続けます。
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モールの運営

お客さま第一の徹底と

地域貢献活動を通じた

永続性のあるモールづくり

出店地域の選定

モールの設計・建設 オープンに向けて
～出店計画・交渉～

オープン前 経営ビジョン
【グローバル 5】

地域のニーズに

合った出店

設計段階から

環境への配慮

驚き、感動、喜びのある

テナント構成

地元テナントの

発掘・出店

地域の一員としてのモール準備、

コミュニケーションのパイプづくり

●	CO2削減

●	廃棄物の17分別

●	ゼロエミッションをめざす

●	節水・排水基準の順守

●	テナント従業員への環境教育

●	バス利用推進

●	エコドライブの呼びかけ

●	防災協定の締結

●	地域の新たな魅力づくりへの寄与

●	地産地消の推進

●	イオンモールや駐車場を活用したイベントなど

　	コミュニティ機能の充実

●	お客さまの声への対応

●	募金活動

●	従業員専用コンビニや	
	　育児施設など、福利厚生の充実	

●	スキルアップ支援

●	テナント従業員の定着と満足度向上

●	地域の生態系・
　	生物多様性への配慮

●	環境設計 ●	地域のみなさまと植樹　　　　

●	商圏調査・交通調査

●	地元の要望のヒアリング

●	建設時の振動・騒音対策 ●	独自のテナントミックス
（ナショナルチェーン、

地元専門店、地域初出店を

バランスよく配置）

●	バス便などの
新増設の交渉

●	行政窓口、銀行など
公共性の高い
サービスの強化

●	交通対策、駐車場対策

●	館内の案内表示の工夫

●	消防訓練

●	車いす駐車場の整備

環境
への
取り組み

果たすべき

責任

地域
との共生

従業員
とともに

環境負荷の低いモール設計

太陽光発電、屋上緑化

省エネ型整備の導入

リサイクル資材の採用

●	地元従業員の採用と入店前教育

→P12～ →P22 →P10

→P15

→P15

→P15

→P18

→P19

→P24

→P18

→P21

→P23

→P21

→P23

→P24

→P26

→P28

→P29

→P22

イオンモール日の出屋上より
周囲を望む

住民説明会

自然エネルギーの導入も
テーマのひとつ

地域本来の植生に配慮した植樹

駅とモールとを結ぶバスは、
お客さまの利便性向上とともに
CO2削減にも寄与

ごみ保管庫駐車場では
アイドリングストップを呼びかけ

テナント従業員も参加する
クリーン＆グリーン活動

土日も行政サービスが
受けられると好評

車いす駐車場

大規模災害に備えて
「バルーンシェルター」も配備

イオンモール大和に開設された
子育て支援拠点「こどもーる」

ペットボトル再生繊維を使った
エコタペストリー

アパレルメーカーと開発した
「FLAXUS」

2017 イオンモール国内外150 体制

イオンモールが創造した「モール」は、地域に愛され、貢献し続けます。

●イオンモールは、圧倒的な数と強い財務体質によって、強固な事業

基盤を確立し、一つひとつの「モール」を永続的に発展させます。

●イオンモールは、積極果敢にモールビジネスの進化を図る企業に

なるため、国内にとどまらず、東南アジアへの展開を推し進め、ア

ジアを代表し、また、世界に通用するグローバル企業になります。

2017 働きたい企業・働きたいモール・ナンバー 1

イオンモールの成長を支えるのは「人」であり、一番の原動力です。

〈働きたい企業ナンバー 1〉

●イオンモールは、国籍・男女・年齢を問わず、新しい価値観と独

創性のある「知」の結集を図り、自由で風通しのよい風土の中、

従業員自ら学び、変革と果敢な挑戦をし続けます。

●イオンモールは、人の成功をたたえ、人を認めることはもとよ

り、トップクラスの待遇も実現します。

〈働きたいモールナンバー 1〉

●イオンモールは、専門店をはじめ、「モール」で働く全従業員にとっ

て、どこよりも働きやすく、働き甲斐があり、働くことに誇りを感

じられる職場づくりを目指します。

2017 RSCビジネスモデルを超えた新領域でオンリー 1

イオンモールは、RSC開発のパイオニアとして、地域の生活者に新

たな価値を創造し続けてまいりました。

●イオンモールは、お客さまのくらしや、事業環境の変化を機敏に

感じとり、さらに一歩先んじた取り組みを行います。

●イオンモールは、新しいステージへのさらなる飛躍を誓い、RSC

専業ディベロッパーのビジネスモデルという、既定の枠を壊し、他

に類を見ない進化した商業施設づくりを通じて、再びオンリーワ

ンの企業を目指してまいります。

2017  「驚き、感動、喜び」のある最高のサービスで、
           人気スポットナンバー 1

イオンモールは「すべてはお客さまのために」行動し、お客さまか

ら愛されるモールづくりを目指します。

●イオンモールは、お客さまの「こうしてほしい」という要望に応

えます。

●イオンモールは、お客さまの「あったらいいな」にも応えます。

●イオンモールは、お客さまの期待を超えた「驚き、感動、喜び」を

実現するため、施設、便利さ、テナント揃え、接客で最高のサー

ビスを追求します。

2017 環境マネジメントモール世界ナンバー 1

イオンモールは、資源エネルギーを有効に活用し、サービスの質

を高めながらも、環境への影響を最小にするモールづくりを通じ

て、持続可能な社会の実現を目指します。

●イオンモールは、地球資源を保全し、循環型社会の構築を目指

すため、ゼロエミッションモールを実現します。

●イオンモールは、地球温暖化防止のため、CO2排出を削減します。

●イオンモールは、従業員全員で環境意識を高め、お客さま・パー

トナーへの啓蒙活動を続けます。



順位 社名 スコア
運営
教育体制
長期目標

汚染対策
情報公開

資源
循環

温暖化
対策

1 イオンモール 388 100 100 88 100

2 マルハ 346 95 92 100 59

3 三洋電機ロジスティクス 339 83 69 98 89

4 日本綜合地所 300 87 84 83 46

5 三井不動産 276 79 80 73 44

A

2017年の「環境マネジメントモール世界ナンバー１」の経営ビジョンのもと

イオンモールでは 2012 年の CO2 排出総量の 30％削減（2006 年度比）を打ち出しました。

最高水準の環境技術と設備のハードと、運営ノウハウのソフトの両面から

「環境フューチャーモール」の実現をめざします。

「環境フューチャーモール」をテーマに
環境負荷低減のノウハウを積み重ねていきます。

イオンモールでは「グローバル 5」をめざす経営ビジョン

のもと、2017年に達成すべき５つの企業像を掲げていま

す。そのひとつが「2017年 環境マネジメントモール世界ナ

ンバー１」。サービスの質を高めながらも、CO2 排出を削減

し、ゼロエミッションを推し進め、環境への影響を最小にす

るモールづくりをめざそうというものです。

早くからISO14 0 01を取得し、環境負荷の低減に努

めてきましたが、低炭素社会への移行が全世界的な課題と

なっている今、CO2の排出量をトータルで減らしていくこ

とがリーディングカンパニーとしての社会的責任であると

判断し、2 012 年度にCO2 排出総量を2 0 0 6 年度比で

3 0％削減するというチャレンジングな目標を掲げました。

20 0 6年度のCO2 排出量は42SC計で72万8,50 0

トン、１SCあたり1万 7,3 5 0トンです。2012 年度に総量

で3 0％削減した場合のCO2 量は約51万トンですから、

6 9SCの場合、1SCあたり約7,3 9 0トンと、5 8％もの削

減が必要になる計算です。

2012年度CO2を30％削減

CO2 削減委員会 委員長
■専務取締役 開発本部長

　山中 千敏

CO2を半減するためにどんな設備や技術が必要か、設

計事務所やゼネコン、設備メーカーなどの知恵を結集しな

くてはなりません。まずは20 0 8 年冬にオープン予定のイ

オンモール草津（滋賀県）をモデルに、従来型のモールより

3,0 0 0トンの削減を目指します。専門の評価チームで導入

技術を検証・評価し、「イオンモール版・エコモールガイド」を

制定します。

ハードだけでなく、運転管理などのソフトの技術をいかに

高めていくか、エコモールを超えた「環境フューチャーモー

ル」実現のために、達成しなければならないハードルはいく

つもあります。

全社を挙 げ て CO2 削 減を戦 略 的 に 推 進 するため、

2 0 0 8 年 5月、CSR 推進部およびその配下にCO2 対策

グループを新設しました。今後１年かけて、中長期のCO2

削減のロードマップを策定していく予定です。

CO2 対策グループでロードマップづくり

日経産業新聞「第11回 環境経営度調査」2007年12月3日付け記事より

「環境経営度」調査

倉庫・不動産・その他部門で1位の評価

環境リーディングカンパニーをめざして
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WC

WC

雨水貯水槽

屋上駐車場
熱負荷の軽減

リサイクルボックスの設置

屋上緑化

SC内の緑化

トイレに中水利用氷蓄熱空調

スローブ

除害設備の設置

スローブ

琵琶湖に面する緑

高効率型照明器具
（LEDライト）

敷地周囲の
緑化整備

吹抜空間
自然採光

社用エコカー

B

環境方針

イオンモールは、資源エネルギーを有効に活用し、サービス

の質を高めながらも、環境への影響を最小にするモールづく

りを通じて、持続可能な社会の実現をめざします。

そのため、環境方針を以下のとおり定め、あわせて、多くのお

客さまとのコミュニケーションと地域貢献の履行に努めてま

いります。

1	イオンモールは、地球温暖化の防止のため、CO2排出を削

減いたします。

2	イオンモールは、地球資源を保全し、循環型社会の構築を

めざすため、ゼロエミッションモールを実現します。

3	イオンモールは、お客さまをはじめとするパートナーさま

の生活環境の向上と、地域社会の発展と環境保全に貢献

します。

4	イオンモールは、環境法規制や当社が受け入れを決めた要

求事項を順守します。

5	イオンモールは、環境マネジメントシステムを構築し、事業

部門ごとに目的・目標を制定し汚染を予防する体制を築

き、継続的な改善を推進します。

6	イオンモールは、従業員全員で環境意識を高め、お客さ

ま・パートナーさまへの啓蒙活動を続けます。

7	この方針を当社従業員及びともに働く従業員に周知する

とともに、当社の環境情報を公開いたします。

環境中期目標
当社は地球温暖化防止のため、CO2排出量を2012年度ま

でに2006年度比総量で30％削減します。

対象：当社管理の後方・共用部分

2008年度 環境目的
（2010 年度までに）

1.		地球温暖化防止のため、CO2排出を2006年度比20％

削減します。

（1）	CO2削減可能なショッピングモールへの転換を図ります。

①	CO2削減対応型のエコモールを開設します。

②	CO2削減可能なエネルギーへの転換を推進します。

③	CO2削減可能な省エネ設備の導入を推進します。

（2）	CO2削減可能な運転管理に改善します。（設備管理意識の改革）

①	効率的な設備管理による省エネの効率向上をめざします。

（3）	CO2削減のためお客さまをはじめとするパートナーさまへの情報

を発信いたします。

①	環境情報を継続的に提供します。

②	テナント従業員への環境意識向上のための教育を実施します。

例：マイバッグ持参運動・マイ箸運動・路線バス利用・・・。

2.		地球資源を保全し、循環型社会の構築をめざします。

（1）	廃棄物を2006年度比5％削減（売上高原単位）します。

テナントさまに呼びかけ、リサイクルからリユースへの

転換の可能性を模索します。

（2）	水資源保全のため「中水利用」等を推進します。

（3）	「紙の削減」をはかります。

3.		地域の一員として、「安心」「安全」なショッピングセン

ター作りをめざします。

（1）	登録法規制を順守します。

（2）	緊急事態の発生を想定し、訓練・対応を徹底します。

パートナーさまもご参加いただき緊急事態対応を実施します。

2008年6月13日

イオンモール株式会社

代表取締役社長　村上	教行

イオンモール草津に導入予定の環境技術
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A

ハードとソフトの両面で効果的にCO2 削減を進めます。

ＳＣ全体で電力消費の形で排出するCO2 の内訳は、照

明4 0％、空調2 0％、その他4 0％ですが、当社が管理コ

ントロールできるエリア（共用部）だけを見れば、空調が

6 5％、照明15％、その他 20％となっています。

従ってCO2 削減は、高効率の空調システムの導入が第一

です。あわせて現在導入している大型の氷蓄熱システムや

イオンモールむさし村山ミューのＮＡＳ電池など、夜間電力

の活用も推進していきます。既存店の設備も、各種設備への

インバーター設置や高効率機器への入れ替え等を積極的

に推進していきます。

CO2 削減すなわち省エネは、省コストでもあり、一方で

省エネルギーは省コストにつながる

■取締役　営業本部　

　SC サポート部長

　相馬 勝

は、各種設備機器の省エネ性能も日々向上しており、投資の

タイミングや投資コストとその効果のバランスを見定めな

がら、単位床面積当たりのCO2 排出量を指標にして、総量

削減をめざしていきます。

ハードの能力を最大限活かすためには、毎日の運転管理

が極めて重要です。各モールでの運転技術の向上とノウハ

ウ蓄積、そしてそれらの水平展開を進め、レベルの平準化を

図っていくことで、10 ～ 20％程度のCO2削減を図ります。

そのために、設備管理のさらなる標準化とマニュアルの整

備、指標数値による徹底した運用管理を進めていきます。

このほか、お客さまの快適さを損なわずに、かつ省エネも

図れる、さまざまな運転管理ノウハウの開発も重要なテー

マです。

2012年度におけるCO2の2006年度比30％削減は、

総排出量としての削減であり、極めて高い目標であることは

事実ですが、ハード面・ソフト面を含めありとあらゆる研究

と努力によって、ぜひとも達成しようと決意しています。安

易な形で“排出権”に頼るのではなく、可能な限り日々の工

夫努力といった“現場の力”を大事にして、CO2 削減の実効

性を高めていきます。

設備運転管理ノウハウの「見える化」を推進

2 0 07年度から各地のモールを回って省エネの現状

をチェックしたり、オペレーションマネージャーを対象

にしたセミナーを実施し、省エネを推進する体制づくり

のアドバイスを行っています。みなさん実に真剣に聞い

てくださいます。2 012 年度に向けた C O 2 削減方針

には正直、その大胆な発想に驚かされましたが、一緒に

C O 2 削減を推進することができ、とてもやりがいを感

じています。

大規模商業施設の

省エネ推進のモデルの

役割を期待

■全国小水力利用推進協議会

　事務局長

中島 大氏 

電飾サイン文字に

LEDを採用
イオンモール日の出では、電飾サイ

ン文字の光源に「LED 光源ユニット」

を採用。年間消費電力はネオンの約4

分の1で、耐久性は3倍です。3万時間

経っても輝度の低下が少なく、環境負

荷の低減が図れます。

屋上緑化で

省エネにひと役
イオンモール日の出では、屋上にヒー

トアイランド現象の低減と植物による

CO2 吸収を目的に、約2,4 0 0m2に

わたりセダムを植えています。室内の断

熱効果が期待できます。また壁面緑化

にも取り組んでいます。 

氷蓄熱冷房で

昼間の空調負荷を平準化
氷蓄熱とは、夜間電力を使って、氷を

蓄熱層に貯え、昼間の冷房に使う空調

システム。昼間の空調負荷を蓄熱でま

かなうことでエネルギー負荷が平準化

されるメリットがあり、全国17SCに導

入しています。

太陽光発電の

導入を推進
イオンモール日の出と羽生では、屋

上や屋根部分に1,000m2に及ぶソー

ラーパネルを設置しています。クリーン

エネルギーでまかなえる電力はわずか

ですが、お客さまへの啓発効果が高く、

今後も導入を推進します。

CO2 削減ステップ
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B

昨年、入社 2 年目で I S O 推進担当補佐になりまし

た。これまで環境 I S O の知識はほとんどない状態で

したが、合併後初めての内部監査の準備を進める過程

で担当になって、12 0 項目をチェックすることで、数

字の意味や、I S O の意義が理解できるようになりまし

た。2008年度は本格的にCO2削減に取り組みます。

設備の運転管理の背後の思想を理解して、適切な指示

が出せるようになりたいですね。

ISO14001担当になり

内部監査を経験

数字の意味がわかった

■イオンモール広島府中ソレイユ

   オペレーション担当　

山本 佳奈

イオンモールでは、全国に点在するモールで環境への

取り組みを浸透させ、テナント従業員への指導を徹底す

るため、内部監査を重視し、計画的に内部監査員の育成

を行っています。現在、内部監査員の取得者は302名で、

社員増により取得率は48.9％に低下しましたが、継続

して育成していきます。教育できる人材を育てること

で、内部監査の質が高まると同時に、省エネ活動など

課題を解決できる人材が育ち、CO2削減のレベルアッ

プが図れるものと考えています。

教育できる人材を育成

電飾サイン文字に

LEDを採用
イオンモール日の出では、電飾サイ

ン文字の光源に「LED 光源ユニット」

を採用。年間消費電力はネオンの約4

分の1で、耐久性は3倍です。3万時間

経っても輝度の低下が少なく、環境負

荷の低減が図れます。

屋上緑化で

省エネにひと役
イオンモール日の出では、屋上にヒー

トアイランド現象の低減と植物による

CO2 吸収を目的に、約2,4 0 0m2に

わたりセダムを植えています。室内の断

熱効果が期待できます。また壁面緑化

にも取り組んでいます。 

氷蓄熱冷房で

昼間の空調負荷を平準化
氷蓄熱とは、夜間電力を使って、氷を

蓄熱層に貯え、昼間の冷房に使う空調

システム。昼間の空調負荷を蓄熱でま

かなうことでエネルギー負荷が平準化

されるメリットがあり、全国17SCに導

入しています。

太陽光発電の

導入を推進
イオンモール日の出と羽生では、屋

上や屋根部分に1,000m2に及ぶソー

ラーパネルを設置しています。クリーン

エネルギーでまかなえる電力はわずか

ですが、お客さまへの啓発効果が高く、

今後も導入を推進します。

全国のオペレーションマネージャーが集合し、新店の取り組みや各

モールでの取り組みの成果を共有

モールの設備全般のメンテナンスおよび運転管理

に関する現場での技術的なサポートを担当していま

す。既存設備の性能維持と劣化状況を的確に把握し、

一方で各種機器の技術的な進歩の状況を踏まえなが

ら、設備機器更新にあたっての最適機器選定と実施タ

イミングの見極めを行っています。

CO2 削減の観点では、現場の条件にもっとも適し

た機種の選定はもちろんのこと、その性能を十分に発

揮させるための日常の維持管理とスケジューリングさ

れた的確なメンテナンスが極めて重要です。

現場を巡回しながら最適な運転管理をしているか

どうかを確認指導し、また現場とのコミュニケーショ

ンによりさらなるノウハウの蓄積と水平展開を進め、

CO2 削減につなげていきたいと思っています。つねに

現場最優先で、現場でのCO2 削減のサポートを心が

けています。

現場での地道な CO2 削減ノウハウの

蓄積をサポートしています。

■営業本部  SCサポート部 マネージャー

　福田 皐
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業務 環境側面 環境負荷内容

現在業務

お客さま・従業員が来店・帰宅する エネルギー・資源を使う

SC共用部分でエネルギーを使用する エネルギーを使う

SC館内で空調する エネルギーを使う

テナントがエネルギーを使用する エネルギーを使う

伝票印刷する 紙を使用する

事故・緊急事態

CO2の2006年度比
総量での排出超過

地球温暖化防止

浄化槽・下水の排水基準値超過 水質汚濁

生ゴミ処理機の爆発事故の発生 負傷者の発生・建物損傷

産廃契約及び許可証の期限切れ 環境法規制の順守

パートナーさま

廃棄物業者 廃棄物処理

燃料小売業者 ガソリンスタンド

清掃業者 剥離剤使用

設備管理会社 地球温暖化防止

1,249,413千kWh
（114.4%）＊1

《環境負荷の低減のために》電 気

重 油

2.298千m3

（110.6％)

7,441千m3

（108.9％）＊4

都市ガス

水道

コピー用紙

インプット

790,666t-CO2

（108.5％）＊5

2007年14万8000本
累計植樹本数約157万本

CO2、熱を吸収し、水分を保持

CO2排出量

5,930千m3排 水

中水利用 136千m3（119.8％）

アウトプット

省エネの推進

クリーンエネルギー導入

節水・中水利用排水の水質保全

紙の使用量削減

植樹活動の推進

17分別による
リサイクルの推進
環境配慮資材の導入

60,244t
（111.3%）

（　　）内は対前年比

電 気使 用量は買電のみ。自家 発電については、

重油使用量に算入

2007年度よりイオンモール高知で使用

コピー用紙は本社分も含む（地域オフィスを含まず）

水道使用量は、上水道、工業用水、井水の合計

＊5 自家発ダブルカウント

      電気のCO2係数を0.555として算出

＊1

＊2

＊3

＊4

LPG

103千m3

（−）＊2

廃棄物

リサイクル率 76.0%
（サーマル・リサイクル含む）

イオンモール

8,331kl
（33.1％）＊1

19,782千m3

（117.7％)

7,820千枚
（−）＊3

LNG

テナントの従業員とともに
環境保全活動のレベルアップを図っています。

2008年度に取り組む著しい環境側面　 事業に関わる主な環境関連法規制

2007年度 環境パフォーマンスデータ

場面 関連法規制

ＳＣの立地に関して 大店立地法・環境アセスメント法

ＳＣの建設・増改装時 建設リサイクル法

事業から出るごみについて 廃棄物処理法

ＳＣからの排水について 下水道法・浄化槽法・瀬戸内海環境保全措置法

ＳＣのエネルギー使用について 地球温暖化対策法・省エネルギー法

設備に関して

　　重油タンク 消防法・水質汚濁防止法

　　常用発電機・ボイラー・冷温水発生器 大気汚染防止法

　　送風機・クーリングタワー 騒音規制法

設備等の使用済み処理時

　　パッケージエアコン・空調用チリングユニット・
　　ガスエンジンヒートポンプ

フロン回収破壊法

　　冷蔵庫・エアコン・洗濯機・テレビ 家電リサイクル法

　　社用車 自動車リサイクル法

2007年度インプット / アウトプット（44SC）
イオンモール名古屋ワンダーシティ、大津ショッピングプラザを除く

1814

※対象は、共有部分、ジャスコ、テナントも含むSC全体

※対象面積＝建物延床面積−立体駐車場面積

　2007年度3,552,625m2（108.0％）

※2007年上期の旧ダイヤモンドシティ分を含む

　2006 年度の旧イオンモールと、旧ダイモンドシ

ティを合算し、前年比を算出



電気　

300,000

200,000

100,000

0

目標
302,836
千 kWh

実績
305,493
千 kWh

観察

2,000

1,500

2,500

1,000

500

0

水道　

目標
2,436
千m3

実績
2,833
千m3

不適合 コピー用紙 観察

7,000

3,500

0

目標
6,966
千枚

実績
6,990
千枚

下のデータは、20 07年度の目標管理対象となっている

部署の電気・水道・紙の使用量をまとめたものです。電気、水

道、紙のいずれも使用目標をやや上回りました。

全社のリサイクル率は76 .0％です。廃棄物については、

17品目の分別を基本にリサイクルを推進しています。

計量システムの導入も進めています。廃棄物が品目別に

一覧でき、排出量の推移がわかるため、リサイクルの向上と

ともに廃棄物の削減にも効果があります。テナントの業種

別に廃棄物の内容を分析したり、排出量を一覧にして各テ

ナントにフィードバックすることで、さらなる削減のための

意識づけを図っています。

ごみ計量システムで、廃棄物削減を推進

飲食店が集まるショッピングモールにとって、排水基準を

順守することは、重要な課題です。そのため、20 07年度は

排水の除害施設の運用方法や規模を検証し、設備の導入や

運用の基準を定めました。飲食店厨房では、毎日のグリスト

ラップ清掃と、定期的な水質測定を実施しています。

環境活動にあたっては、テナン

ト従業員の協力・参加が欠かせま

せん。毎日の行動が、環境にどん

な影響を与えるのかをわかりやす

くまとめたハンドブックを配布し、

環境意識の啓発に努めています。

17品目の分別と2007年度リサイクル率排水基準を順守するために

2007年度目標管理
環境データ 
電気、水道、コピー用紙は、目標設定部署

のみが対象 （新規オープン、増床、改築な

どの場合、15カ月は目標管理対象外の

ため除外）

廃棄物は、17分別を基本に、種類別に別けリサイクルへ

グリストラップ清掃

生ごみ

段ボール

雑芥＊

廃プラスチック

ビン

缶

発泡スチロール

廃油

紙類

粗大ごみ

その他不燃ごみ

廃蛍光灯

廃電池

割り箸

廃アルカリ、剥離剤

汚泥

廃エンジンオイル

76.2％

100.0％

38.1％

98.7％

99.8％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

50.7％

68.9％

66.4％

84.8％

98.6％

73.4％

81.9％

100.0％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

お客さまにもリサイクル回収をお願いしています。フードコートで
は割り箸を回収しています。

種類ごとに重さを量り、品目と店名をバーコード入力します。

15

＊雑芥：これ以上分別できないごみ
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イオンモールつがる柏

イオンモール下田

イオンモール盛岡

イオンモール名取エアリ

イオンモール筑紫野
（2008年冬開店予定）

イオンモール草津
（2008年冬開店予定）

イオンモール高崎

イオンモール太田

イオンモール羽生

イオンモール水戸内原

イオンモール川口グリーンシティ

イオンモール川口キャラ

イオンモール成田

イオンモール千葉ニュータウン

イオンモール富津

イオンモールむさし村山ミュー

イオンモール大和

イオンモール日の出

イオンモール秋田

イオンモール高岡

イオンモール京都ハナ

京都ファミリー

イオンモール寝屋川グリーンシティ

イオンモール伊丹テラス

イオンモール神戸北

イオンモール木曽川キリオ

イオンモール浜松志都呂

イオンモール岡崎

イオンモール東浦

イオンモール名古屋ワンダーシティ

イオンモール鈴鹿ベルシティ

イオンモール倉敷

イオンモール広島府中ソレイユ

イオンモール新居浜

イオンモール高知

26
27

イオンモール鶴見リーファ

イオンモールりんくう泉南

イオンモール堺北花田プラウ

イオンモール藤井寺

イオンモール橿原アルル

ならファミリー

イオンモール宇城バリュー

イオンモール熊本クレア

大津ショッピングプラザ

イオンモール宮崎

イオンモール三光

イオンモール直方

イオンモール福岡ルクル

イオンレイクタウンKAZE街区
（2008年秋開店予定）

9

11

12

イオンモールMiELL都城駅前 
（2008年冬開店予定）

7

A

合併前にそれぞれで構築していたISO14 0 01環境マネ

ジメントシステムを2007年11月に統合しました。全モール・

部署ごとの目標管理を効果的に進めるため、20 05 年 3月

から「S R（Social Responsibil i ty）システム」を稼働。

エネルギー、廃棄物、水、紙などの目標管理対象の項目別に

達成状況が一目でわかる体制を構築し、PDCAのサイクル

で環境負荷の低減を進めています。2007年度は環境デー

タに加え、募金活動や社会貢献活動も管理できるシステム

としました。

全国のモールは広さも構造も設備も異なりますが、好事

例をオペレーション・マネージャー会議やイオンモールS R

会議で報告し、ノウハウを水平展開しています。

「SRシステム」で月ごとの環境データを把握し、
環境マネジメントに活かしています。

SC の環境パフォーマンスデータ

2016

全国のイオンモール



B

　 店名 オープン

CO2 電気
自家
発電

氷蓄熱
自然

エネルギー
その他設備

水 廃棄物
排出量
（kg）

リサイクル
率

生ごみ
処理機

廃棄物
計量
システム

植樹本数
（本）排出量

（t-CO2）
（2006年度比）

使用量
（千kWh）

（前年比）
使用量
（m3）

（前年比）

東北営業部

● イオンモールつがる柏 1992年11月 2,541（86.1％） 4,098（104.3%）2006年2月 撤去 20,740 （94.1%） 734,786 61.6％ 2007年
7月撤去 72,388

● イオンモール下田 1995年  4月 2,912（30.3％） 4,826（96.2%）2006年3月 撤去 風力発電 41,502（104.1%）1,808,236 56.6％ ※ 50,675

● イオンモール秋田 1993年  9月 3,627（31.4％） 6,312（103.1%）2006年3月 撤去 32,147 （85.9%）1,610,189 94.3％ 2007年
10月撤去 43,127

● イオンモール盛岡 2003年  8月 5,305（102.8％） 8,828（101.9%） 43,522 （94.7%）1,411,406 78.7％ ● 26,528

● イオンモール名取エアリ 2007年  2月 7,231 − 11,094 − ● 87,626 − 1,148,756 68.9％ 20,000

北関東営業部

● イオンモール太田 2003年12月 5,483（103.0％） 9,783（102.7%） 60,737 （99.8%）1,813,019 64.5％ ● 54,549

● イオンモール高崎 2006年10月 6,636 − 11,893 − ● 74,720 − 956,345 58.4％ ● 50,000

● イオンモール水戸内原 2005年11月 7,550（95.8％） 13,468（95.5%） ● 128,208（112.4%）1,423,686 68.2％ ● 49,988

● イオンモール川口グリーンシティ 1984年  4月 2,418（87.2％） 3,595（108.3%） 39,905 （95.0%） 959,714 28.2％ 252

● イオンモール川口キャラ 2000年11月 4,543（89.2％） 7,931（86.6%） ● 76,359（124.5%）1,222,462 99.9％ 20,000

● イオンモール羽生 2007年11月 3,297 − 5,992 − ● 太陽光発電 41,047 − 552,290 93.5％ ● 90,000

南関東営業部

● イオンモールむさし村山ミュー 2006年11月 8,072 − 14,376 − ● NAS電池 56,308 − 1,291,627 69.3％ 45,000

● イオンモール日の出 2007年11月 1,700 − 3,052 − ● 太陽光発電 10,768 − 459,556 100.0％ ● 58,000

● イオンモール大和 2001年12月 11,198（93.0％） 8,645（98.0%） 68,479 （91.7%）1,965,908 95.2% 2003年
12月撤去 ● 20,849

● イオンモール富津 1993年  9月 2,969（111.1％） 5,324（122.3%）2006年3月 撤去 25,351（108.7%）1,030,403 99.8% ● 32,000

● イオンモール成田 2000年  3月 13,456（92.9 ％） 6,495（85.3%）2008年2月 停止 79,443（146.2%）2,307,226 82.6% ● 46,000

● イオンモール千葉ニュータウン 2006年  4月 6,993 − 10,095 − 30,523 − 2,589,096 97.9% ● 14,000

中部営業部

● イオンモール高岡 2002年  9月 6,072（100.3％） 10,810（99.8%） 86,457 （89.3%）1,261,016 72.2％ 2007年
3月撤去 ● 44,726

● イオンモール浜松志都呂 2004年  8月 7,283（96.5％） 13,057（96.4%） 63,239 （92.0%）1,852,768 61.5％ ● 38,116

● イオンモール岡崎 2000年  9月 3,593（98.6％） 4,547（98.2%） 46,974 （99.4%） 948,238 41.2％ ● 48,979

● イオンモール東浦 2001年  7月 11,115（99.2％） 7,651（99.1%） 86,294 （98.3%）2,262,284 93.6％ 2006年
8月撤去 ● 25,327

● イオンモール木曽川キリオ 2004年  6月 7,836（104.8％） 13,945（103.7%） ● 109,484（124.9%）1,198,375 78.8％ 12,000

● イオンモール鈴鹿ベルシティ 1996年11月 5,271（102.1％） 6,836（100.9%） 90,013 （94.5%）1,877,998 77.1％ 2006年
2月撤去 36,000

近畿営業部

● イオンモール京都ハナ 2004年  3月 5,125（98.7％） 9,166（98.2%） ● 65,486（116.9%）1,265,758 72.4％ 11,000

● イオンモール橿原アルル 2004年  4月 6,832（98.5％） 12,153（101.8%） ● 116,148 （96.6%） 971,468 69.6％ 25,000

● イオンモール藤井寺 1973年12月 1,882（103.1％） 3,370（102.8%） 26,255 （95.2%） 736,180 46.9％ −

● イオンモール寝屋川グリーンシティ 1978年  3月 2,397（100.8％） 4,274（99.8%） 20,293 （96.8%） 886,997 50.3％ 3,267

● イオンモール堺北花田プラウ 2004年10月 7,200（101.1％） 12,807（100.0%） ● 56,420 （73.4%） 999,468 30.6％ 13,000

● イオンモールりんくう泉南 2004年11月 8,119（99.4％） 13,195（99.5%） ● 123,641（106.8%）1,443,290 96.7％ ● 66,616

● イオンモール鶴見リーファ 2006年11月 6,071 − 10,871 − ● 63,673 − 1,090,238 46.9％ 12,839

● イオンモール伊丹テラス 2002年10月 7,925（102.6％） 14,194（102.2%） ● 80,968（103.4%）2,322,822 60.4％ 30,000

●イオンモール神戸北 2006年11月 14,931 − 12,252 − 96,976 − 932,565 100.0％ ● 56,000

中国四国営業部

● イオンモール倉敷 1999年  9月 5,530（34.7％） 9,933（98.5%）2006年3月 撤去 78,596 （96.1%）2,272,739 99.4％ ● ● 70,000

● イオンモール広島府中ソレイユ 2004年  3月 9,604（96.3％） 17,216（95.9%） ● 99,451（100.7%）1,754,443 100.0％ 64,000

● イオンモール新居浜 2001年  6月 4,844（33.0％） 5,610（97.7%）2007年3月 撤去 50,046 （85.0%）1,372,993 71.5％ ● ● 35,000

● イオンモール高知 2000年12月 6,182（36.3％） 8,130（102.1%）2007年3月 撤去 57,635（105.2%）1,880,067 62.9％ ● ● 23,896

九州営業部

● イオンモール福岡ルクル 2004年  6月 10,069（132.8％） 13,944（102.3%） ● 106,792（105.6%）1,193,857 99.7％ 30,000

● イオンモール直方 2005年  4月 7,158（98.5％） 10,702（97.0%） 71,160（112.3%）1,029,439 100.0％ ● 39,899

● イオンモール三光 1996年12月 10,345（105.6％） 3,691（98.8%） ● 20,960（103.1%） 795,068 84.5％ ● ● 36,708

● イオンモール宇城バリュー 1997年11月 3,427（103.0％） 6,143（102.5%） 蓄熱 28,080（124.4%） 362,743 47.9％ 50,000

● イオンモール熊本クレア 2005年10月 6,522（106.2％） 11,596（105.5%） ● 太陽光発電 141,987（105.2%）1,000,429 68.1％ 50,000

● イオンモール宮崎 2005年  5月 6,774（100.0％） 10,165（97.4%） 72,508 （98.1%）1,769,560 91.5％ ● 56,432

ＰＭ営業部

● 京都ファミリー 1982年11月 2,702（105.9％） 3,979（104.0%） 37,945 （38.3%）1,143,764 100.0％ −

● ならファミリー 1972年  3月 9,805（103.3％） 10,690（95.8%） 169,002 （57.8%）2,790,040 46.2 300
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★モール共用・後方部分が対象　※システム搭載車両による計測



省カーペットやタイル、ベンチなどにリサイクルの再生資

材を使用していることで、CO2 の排出をできる限りニュー

トラルにしていくことを考えています。

館内には分別ごみ箱を配置。駐車場ではアイドリングス

トップを呼びかけています。また小中学校の総合学習など

も積極的に受け入れ、ごみ保管庫などのバックヤードも含め

て見学することで、エコモールに向けた取り組みを伝えてい

ます。20 0 8 年度は、エコバッグの利用なども呼びかけ、お

客さまとともに省エネやリユース・リサイクルを進めていき

たいと考えています。

お客さまにも環境配慮を呼びかけ

お客さまや社会との
環境コミュニケーションに力を入れています。

館内での環境コミュニケーション

太陽光発電状況を表示

太陽光発電パネルを設

置したモールでは、館内に

現在の発電状況と、削減し

たCO2 量が一目でわかる

ボードを設置しています。

CoCo ni Eco

イオンモール羽生では

モールの環境保全の取り

組みをパネルで紹介した

「CoCo ni Eco」コーナー

を設置しています。

エコベンチ

館内に、モールでの環境

取り組みと、家庭でできる

環境活動を立体模型で示

した間伐材のエコベンチ

を配置しています。

エコバッグ展示

イオンモール羽生では、

オープン時に、各専門店オ

ススメのエコバッグを館内

に展示し、エコバッグのご

利用を呼びかけました。

最寄り駅とモールとを結ぶバス路線の新設・増便なども進めて

います。20 07年度は21ヵ所のモールで、年間のバスの乗車人

数を調査し、利用実態を把握。今後は、公共交通機関の利用など

も促す取り組みに力を入れていきます。

バスの乗車人数調査

環境コミュニケーション

自転車利用で CO2 削減

健康と温暖化防止のために自

転車で来ました。みんなが集まる

モールで、楽しみながら、エコに

配慮できるような活動を紹介し

たら、影響力が大きいのでは？

■イオンモール日の出

鈴木 順子さん

イオンモールつがる柏 53,918

イオンモール盛岡 89,869

イオンモール太田 209,419

イオンモール高崎 147,049

イオンモール水戸内原 22,511

イオンモール羽生 141,179

イオンモール日の出 47,259

イオンモール富津 29,320

イオンモール成田 735,109

イオンモール高岡 214,700

イオンモール浜松志都呂 164,739

イオンモール岡崎 400,251

イオンモール鈴鹿ベルシティ 231,948

イオンモール京都ハナ 16,8170

イオンモールりんくう泉南 362,198

イオンモール神戸北 425,141

イオンモール倉敷 223,202

イオンモール新居浜 21,498

イオンモール直方 121,256

イオンモール三光 72,575

イオンモール宮崎 430,567

＊イオンモール京都ハナ8月度～、イオンモール羽生11月度～、イオンモール日の出12月度～

2007年度乗車人数一覧
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（単位：人）



モールで働く全従業員に、

入店時の環境教育を実施して

います。2 0 0 5 年度からはエ

コドライブの効果をわかりや

すくまとめた「エコドライブ読

本」を配布しています。20 0 8

年度は、お客さまにもエコドラ

イブを呼びかけていきます。

「エコドライブ読本」を配布

2 0 07年12月13日～15日、イオンは環境への取り

組みを紹介する国内最大規模の展示会「エコプロダクツ

20 07」に、「進化するエコストア～くらしにエコがひろがる

～」をテーマに出展しました。イオンモールのコーナーでは

エコベンチを設置し、子ど

もたちをはじめ、 多くの来

場者の関心を集めました。

「エコプロダクツ 2007」に出展

全国のモールでの環境コミュニケーション

5つのECOチャレンジ宣言！

■ イオンモール伊丹テラス

2007年10月の5周年にあたって、

お客さまとともにCO2 削減を進めよ

うと「ECOの森～ 5つのECOチャ

レンジ宣言！」の環境イベントを実施

しました。お客さまの環境宣言が記

された葉が繁ったECO の樹を製作

したほか、ECO 紙芝居の実演、高さ

3ｍ、幅 3.5ｍの巨大エコバッグに、

子どもたちが鳥やトンボを描いた「エ

コバッグアート」、オリジナルエコバッ

グづくりなどに取り組んでもらい、親

子で環境を考える機会となりました。

1,016名の社会科見学を
受け入れ

■ イオンモール鈴鹿ベルシティ

市内小学校をはじめ、県内養護学

校の子どもたちの社会見学や商業体

験を受け入れています。小学生を対象

にした、ごみ処理やエコ活動、防犯、

警備対策などを中心とした社会科見

学会は、ショッピングモールでのさま

ざまな仕組みに直接触れられる機会

として年々参加者が増え、2 0 07年

度は、2 2回・合計1,016 名が来館し

ました。

森を育てる自動販売機設置と
「ソレイユ秋祭り」

■ イオンモール広島府中ソレイユ

2 0 07年 8月に、敷地内に、売上の

一部を（社）広島県みどり推進機構の

育樹基金に寄付する「森を育てる自

動販売機」を設置しました。木をかた

どった特徴的なデザインで、2 0 0 8

年 5月現在14万5,8 0 9円を寄付し

ました。

9月2 9日～ 3 0日に実施した「ソ

レイユ秋祭り」では、県の漁協・農協の

「地産地消とれたて朝市」を中心に、

さまざまなイベントを実施。期間中は

バイオディーゼル燃料のバスが、駅と

モールを結びました。
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新規オープン店での取り組み
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2007年11月2日、埼玉県羽生市に「イオンモール羽生」が、

11月23 日には東京都日の出町に「イオンモール日の出」がオープンしました。

それぞれのモールの一歩進化した CSR の取り組みを紹介します。
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イオンモール羽生は、埼玉県北部の羽生川

崎産業団地内に、市の誘致を受けて誕生しま

した。敷地面積約23万㎡、駐車台数5,0 0 0

台、2 0 0店舗の専門店が入るイオン最大規

模のモールです。大きさもさることながら、最

大の特徴は、その“ゆったり感”です。ショッピ

■イオンモール羽生 ゼネラルマネージャー　

　片岡 健一

ユニバーサルデザインの強化

ングモールの役割のひとつは、非日常的な空

間を提供し、精神的なやすらぎを感じていた

だくことではないでしょうか。毎日忙しく生活

しているビジネスマンや、子育てに追われる

主婦の方がイオンモール羽生に来て気分転換

ができ、家族の会話もはずんでしあわせにな

れる、そんなきっかけになる場所であってほし

いのです。

ご家族で楽しんでいただくため、通路は両

親の間にお子さんを挟んだご家族が二組す

れ違える広さを確保しています。見た目にも

すっきりさせ、子どもたちが安心して歩けるよ

う配慮しています。

開発計画段階から九州大学大学院芸術工

学研究院の森田昌嗣教授にアドバイスいただ

き、ユニバーサルデザインに取り組んできま

した。お客さまや地域のみなさまのご意見も

うかがいながら、案内表示やトイレ設備、駐車

場の見直しを行いました。これまでのSCの



①お子さま専用のキッズトイレを

導入。身長に応じたサイズのト

イレが並んでいる。

②足利市から来たという清水由

香里さん（左）と星野有里さん

（右）。「いつもは太田にあるイ

オンモールに行くのですが、新

しいところにも興味があって

電車で来ました。ここのフード

コートは広々として気持ちいい

です。どのイオンモールも、清

掃が行き届いていてトイレも

使いやすく安心できます」との

こと。

③館内のあちこちにエレベーター

やトイレの位置を示すサイン

がある。

④歩き疲れたときのためのベンチ

も豊富。ご高齢の方やハンディ

キャップをお持ちの方に優先的

にご利用いただけるシートも各

フロアに配置されている。
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場合、車をどこに停めたかわからなくなったと

いうお問い合わせが多かったのですが、表示

の工夫によってその数がぐっと減るなど、どな

たにもわかりやすく利用しやすい施設になっ

たと自負しています。

こうしたユニバーサルデザインの取り組み

や、太陽光発電や氷蓄熱といった環境への

取り組みを、「C o C o n i E c o」というコー

ナーでお客さまに紹介しているのもこのモー

ルの特 色です（p18 参照）。お客さまと積

極的にコミュニケーションを図り、対話を深

め、サービスの質の向上につなげていきたい

と考えています。

オープンして間もなく、お母さまと一緒に

ご来店されたお子さまが、1枚の絵を置いて

いかれました。その絵には、虹がかかった空

と緑の樹木を背景にショッピングモールが

描かれ、「イオンモール羽生だいすき」と添え

書きされていました。お客さまから寄せられ

る一つひとつの声に耳を傾け、「どこよりも

美しく、どこよりも楽しく、どこよりも親切な

ショッピングモール」をめざしているだけに、

大変うれしいお手紙でした。

これからも従業員教育に力を入れ、どこに

も負けない最上級の「おもてなし」でお客さま

をお迎えしていきます。

■イオンモール羽生 オペレーションマネージャー

　佐々木 清博
大切なお客さまとのコミュニケーション

①

イオンモール羽 生ではテナント従 業 員

2, 2 0 0人、ジャスコ従業員6 5 0人、あわせ

て2,8 5 0人強の方が働いています。首都圏

に近いだけに、人材集めには、テナントも含め

て苦労しているのが実情です。

そこで、オープン前から採用には特に力を

入れ、就職情報誌とタイアップするなど合同

説明会を実施しました。現在、約 9 0％が地元

採用となっています。大切な人材の育成が重

要な課題ですので、入店時の環境教育をはじ

め、出店者の集まりである協議会主催のロー

ル・プレイング大会など、スキルアップのいろ

いろな機会を設けています。

また、新しいモールですので最新の設備が

導入されていますが、省エネを徹底するための

チューニングにも力を入れていかなくてはなり

ません。テナントスタッフにも省エネの意識を

持っていただけるよう、コミュニケーションを

深めていきたいですね。

テナント合同の求人活動で90％を地元採用

②

③

④

社会福祉法人翼会が運営する「希望の里」

では、身のまわりの介護を必要とする重度の

身体障害者の介護や機能訓練のほか、ショー

トステイとデイサービスを実施しています。今

日は、車いすが必要な7名の方と一緒に、ショッ

ピングで一日を過ごそうとイオンモール羽生

にやってきました。

外出先の選定にあたっては、トイレが利用で

きるかどうかが重要なポイント。ここは幸い、

各階に入りやすいトイレがあるし、通路の段差

活気が伝わってくる場所

「希望の里」デイサービス利用のみなさん

もない点が助かっています。楽しいお店が並ん

でいて活気が伝わってくるので、介助者にとっ

ても、ホッとできる場所ですね。
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■イオンモール日の出 ゼネラルマネージャー　

　中沢 正春

ご家族の生活の中心のモールとして

イオンモール日の出は、東京・北西部の日の

出町に2007年11月にオープンしました。こ

こには三世代で一緒の車に乗って来店される

ご家族が多いのです。そんな良き家族関係に

恵まれた地域の、生活の中心のモールであるた

めに、私たちはできるかぎり地域の方と密接な

関係を築いていきたいと思っています。

そのために、地域の方とともにいろいろな

イベントを開催しています。オープン前に地

域のお客さま約2,3 0 0人と2万本の植樹

をしたときには、地域の保育園のお子さんが

全員で参加してくれました。オープンしてから

は、サティとテナントに協力いただき、地域の

中学生を対象に「職場体験」を実施しました。

70 名の生徒さんが参加し、学校では得られ

ないものを学べたとたいへん好評でした。

正月2日にはこの地域で行われている民俗

芸能「さくらぎ囃子保存会」のみなさんが館

内をお囃子を奏でながら練り歩き、お客さま

も大喜びでした。そしてなにより最大のイベン

トが、ここで行われた「日の出町成人式」です。

これは、行政主催ではなく地区単位の実行委

員会で行われたもので、新成人18 0人のうち

155名が参加する盛大なものでした。モール

では成人証明書を発行したり、モール内の呉

服屋さんが着付け指導を行うなど、地域の方

との交流が深まりました。

西多摩地域は、豊かな自然に恵まれ、サク

ラやフジの名所としても知られています。こ

のモールを建設するとき、古く風格のあるサ

サクラの木を保存

① ②

新規オープン店での取り組み



①大切に守られていたソメイヨシ

ノをモールの北側に残し、残土

は処分せず、植栽地のマウンド

の表土として再覆土しました。

②モールで働く従業員の利便性

向上のために従業員用コンビ

ニを導入。

③ 2008 年1月2日、日の出町の

桜木 地区に昭和 61年に結成

された「さくらぎ囃子保存会」

の16 名が館内を練り歩き、お

囃子の周りは、正月を祝うお客

さまで賑わいました。

④オープン前の地元消防署との

合同による火災訓練では、消防

ヘリコプターや消防ロボットも

参加しました。

■営業本部 SCサポート部　防災担当部長

 久津和 力生

イオンモ ールでは、お 客さまに安心して

ショッピングを楽しんでいただくために、防災

対策に力を入れています。私は20 07年秋に

防災担当となり、前職の消防署での経験を生か

して、各モールの防災の指導にあたっています。

昨年度から地域との防災協定の締結に力を

入れていますが、イオンモール日の出でも地元

日の出町と（株）マイカルと3 者による防災協

定を締結し、地域と協力した防災体制を整え

ています。オープン前には、地元消防署や地域

の消防団、モールの従業員が協力して、万一の

火災を想定しての、誘導と初期消火、怪我人の

搬送の大規模な訓練を行いました。

こうした訓練のほかに、防火シャッターの降

下部分に商品などの障害物が置かれていない

か、階段、通路に商品の箱などを置いていない

か、日常的にチェックすることが重要で、そうし

た防災意識をテナントの方が持てるように指

導しているところです。

また、イオンモール日の出のすべての専門店

の店長が防火管理者の資格を取得するよう、

講習会への参加を推進しており、お客さまの

安全・安心のために最善を尽くしています。

クラの木が敷地の中にありました。地域の

シンボルでもあるこのサクラの木を残し、い

ま、モールの「サクラ入口」でお客さまを迎え

ています。

イオンモール日の出がめざすのは、「人と自

然にやさしいモール」です。モール１階にはデイ

サービスセンターがあり、利用者は「モールの

活気が伝わってくる」と楽しみにされていると

聞いています。環境面では、太陽光発電や屋上

緑化を進めているほか、ごみのリサイクル先を

開拓して、ゼロエミッションを達成しました。

近隣地域のみなさまに愛されるモールづく

りのために、一つひとつのことを積み上げて

いきたいと考えています。

日の出町の「広報 日の出」にも

イオンモール誕生の記事が大きく

取り上げられました。

③ ④

ゆったりくつろげ る「パウダー

ルーム」を新設。
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駐車位置が確認しやすい案内表示。

防災意識を育んで、お客さまの安全・安心をサポート



地域との共生

「とびきり甘―い塩トマト、太陽の恵みを

あびた不知火町の早生みかんはいかがです

かー」。拡声器から、にぎやかな声が聞こえて

くる。地元産の有機栽培の農産物や加工品

を農家から直接仕入れ販売している「ふぁー

まーず・まーけっと宇城」である。地域密着型

の専門店を強化したいという宇城バリュー

と、地産地消の新しい店をつくりたいという

津末啓二さんの構想が合致し、20 07年 9月

にオープンしたものだ。

「当初は地域の農家や加工業者の協力がな

かなか得られず苦労しました。何度も足を運

び、生産者の思いを消費者に直接届けたいと

説得して、少しずつネットワークを広げていっ

たのです」

今は、採れたての新鮮な野菜や果物、こだ

わりの醤油や豆腐、農産物の加工品、惣菜や

弁当、地元作家の手工芸品がズラリと並ぶ。

球磨酪農のヨーグルトなどのヒット商品も出

てきた。

「食の安全・安心に消費者が敏感になったこ

とも追い風になっています。近い将来、鮮魚も

ラインナップに加えて、朝市を開きたいです

ね」と、津末さんはこれからの夢を語っている。

こうした地産地消を推進する取り組みに、
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宇城バリューでは数年前から力を入れてき

た。毎年秋には、豊かな自然に恵まれた宇城

市の特産品をアピールする一大イベント「宇

城市物産展～食とモノの祭典～」に協賛して

いるほか、春に行われる「宇城フラワーフェス

タ」では敷地を提供し、市民とともにボラン

ティアスタッフに加わり大会運営をサポート

している。また市のフラワー協議会と協働で、

市民とともに駐車場の花壇に花を植える活

動も展開。2 0 07年 6月には、JA 熊本うき

とタイアップし、田植えから稲刈りまでを体

験できる「農業体験福袋」を販売し、10 0名

の親子が農作業に汗を流した。

地域の情報発信基地としての役割も大き

い。20 07年7月には、「宇城市行政サービス

センター」がオープンした。また宇城市雇用促

進協議会とも連携し、地域の雇用拡大に取り

組んでいる。同協議会の中尾雅幸さんは言う。

「なんといってもイオンモールは、宇城市

でもっとも雇用吸収力のある企業のひとつ

です。ぜひ大勢の地元の方に働いてほしいで

すね。私たちは地元商工会とともに、地域の

農産物でオリジナル商品を開発し、会社を興

して雇用を創出することにも力を入れていま

す。宇城バリューには、そのためのアンテナ

ショップの役割も期待しています」

2008年1月に宇城市産のショウガを使っ

たアロマオイルで足湯、マッサージ体験のイ

ベントを実施したところ、大勢のお客さまが

集まり長蛇の列だったという。このように開

発した商品を「ふぁーまーず・まーけっと宇城」

で発売して地域発のブランドとしていきたい

という構想も膨らむ。

生産者が丹精をこめた農産物の
地産地消を推進

■宇城市雇用促進協議会

   事業推進員

　中尾 雅幸氏（左）

■ふぁーまーず・まーけっと宇城

　津末 啓二氏（右）

イオンモール宇城バリューは、熊本県のほ

ぼ中央、20 05年1月に5つの町が合併して

誕生した宇城市にある。テナント数約10 0店

舗、駐車台数3,30 0台と、宇城市でもひとき

わ目につく大型ショッピングモールだ。行政や

NPOと連携し、地域の魅力づくりに力を入れ

ている宇城バリューを訪ねた。

地域ブランドの発信基地として



■イオンモール宇城バリュー

　ゼネラルマネージャー

　山 義信
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■フットアス　巻 昇治
（サッカー日本代表候補

J1千葉 巻誠一郎選手の父）

フットサル教室を開校

　息子の巻誠一郎は、「大好きな

サッカーで地域に恩返しをした

い」と、出身地の宇城市でフット

サル教 室を開くことになりまし

た。宇城バリュー内にフットサル

コートを設けることができ、いよ

いよ 2008 年夏にスタートしま

す。地元からサッカーの日本代表

になるような選手が育つよう、子

どもたちの夢を後押ししていき

たいですね。

モール内の「宇城 市行政サービ

スセンター　サテライトプラザ」。

住民票や納税証明等が土日でも

受け取れるほか、市の広報ツール

が揃っている。

に宇城あり」と、全国に知らしめることがで

き、子どもたちの教育にも大きな力となるで

しょう。

イオンモール宇城バリューには、雇用の創

出から教育まで、未来の宇城市のために力

を貸していただきたいと思います。

■宇城市小川町商工会会長

　橋本  徹氏

宇城市小川町商工会会長・橋本徹さんは

「いまや大型店と商店街の店が競争するので

はなく、それぞれが独自のサービスを考え出

しながら協力関係を築き、相乗効果で地域

全体の底上げを図っていかなくてはなりませ

宇城市では、教育、環境、健康、雇用、観光

の 5つの「K」を大切にしたまちづくりを進め

ています。具体的には、環境ではゼロエミッ

ション政策や里山づくり、雇用面では農産

物のブランド化などを通じた新たな雇用機

会の創出、健康面では M R I（磁気共鳴画像

装置）の無料診断化による市民の健康づく

りです。

なかでも子どもたちの明るい未来のため

に、教育に力を入れると同時に、誇りの持て

る郷土をつくっていくことが重要なテーマ

です。2 0 0 9 年 4月に全国で 2 校目となる

J FAアカデミーが開校することも決定しま

した。サッカーの巻誠一郎選手のフットサル

教室も宇城バリューに開設されます。「熊本

誇りの持てる郷土づくりに力を注ぎたい。
■宇城市市長　阿曽田 清氏

ん。宇城バリューは周辺地域からの集客力も

あり、この地域の発展に必要なショッピング

モールです。お互いに知恵を絞って、宇城なら

ではの魅力を増していきたい」と語る。

ゼネラルマネージャーの山義信も思いは同

じだ。

「地域間競争の激化するなか、私たちが生

き残る道は、いかに地域に愛されるモール

になるか。そのためには、ここにしかないも

のをどれだけ発掘していけるかが勝負だと

思っています。幸い、地域の核となる人たち

が集まり、宇城バリューを拠点にネットワー

クがさらに広がっていこうとしています。こ

こで働く従業員もお客さまも、みなが『宇

城っていいな』と実感できるようなモールに

していきたいですね」。

地域から愛されるモールに

「ＪＡ熊本うき」とタイアップした

「農業体験福袋」では、親子揃って

の田植えを体験。子どもたちの泥

まみれの笑顔が印象的でした。

（写真下）



子どもたちの未来のために
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　クリスマスを前に、サンタクロースに扮した子どもたちが1階フロアをパレードし、クリスマスの雰囲気を演出しました。テナントにプレゼントを用意いただき、通過点でプレゼント。パレード終了後は吹抜けモールに展示していた大型ツリーの前で、大きなサンタさんと一緒に撮影会を実施。合計400人以上の親子が参加し、館内はクリスマスの楽しい雰囲気でいっぱいになりました。普段は買い物のためにやって来るショッピングモール内をサンタの格好で練り歩くことで、子どもたちにとってよい思い出となりました。

サンタクロースになりきって
モールをパレード！
楽しいクリスマスだったよ
2007年12月1日～2日　■イオンモール京都ハナ

お祭りや工作、スポーツ、職業体験…

交流と出会いの場となるモールで、

2007年5月3日　■イオンモール新居浜

　秋の太鼓台まつりの子ども版。

市内13台の子ども太鼓台がイオ

ンモール新居浜に集合し、太鼓台

を下から持ちあげて勇壮さ・美し

さを競う、かきくらべが行われま

した。入場時に各太鼓台代表の子

どもが、御花に対する御礼口上を

大人に負けず堂々と述べ、大いに

盛り上がりました。

大人にも負けないぞ !

子ども太鼓台で「かきくらべ」

あたたかい拍手がうれしかった
満員のお客さまの前での新緑コンサート2007年5月3日　■イオンモール水戸内原

　楽しく元気な中学生による吹奏楽の演奏に、買い物にいらしたお客さまに爽やかな心地よい安らぎの時間を提供できました。用意した80席のイスは満席となり、レベルの高い演奏に盛大な拍手が送られました。演奏した中学生たちの照れながらも誇らしげな笑顔が印象的でした。

2008年3月20日

■イオンモール名取エアリ

　仙台駅と仙台空港を結ぶ仙台空港アクセス鉄道の１周年

を記念した「トレインお絵かきコンクール」に協賛しました。

3月20日には、「仙台空港鉄道賞」を受賞した2人の子ども

が一日駅長となり、自分の作品がラッピングされたお絵か

きトレイン号の出発の合図をしたり、列車到着時にお客さ

まをお出迎え。イオンモールエアリ賞を受賞した50組150

名の親子も専用列車に乗車し、楽しい時間を過ごしました。

ラッピング電車は、約１か月半運行されました。

ぼくの描いた絵で

ラッピングされた電車が走ったよ

きょうは一日駅長なんだ

毎月実施　■川
口グリーンシテ

ィ

　鋳物の街とし
て栄えた川口で

は、機械部品など
の生産の合間に

鋳物工場でベー
ゴマが生産されて

いました。こんな
ベーゴマ文化を

子どもたちにも
伝えたいと、ボラ

ンティア団体「川
口ベーゴマクラ

ブ」主催で、毎月
ベーゴマ大会が

開かれ、小学生か
らお年寄りまで

真剣勝負が繰り
広げられます。	

おじいちゃんに教えてもらった

ベーゴマで勝負だ！



27

いろいろな経験を紡いでいます。

2007年9月23日　■イオンモール熊本クレア

　嘉島町の矢形川河川敷で、子ど

もたちとうなぎの稚魚を放流しま

した。自然と触れ合い、命と心を育

む環境づくりへの社会貢献として

行っているもので、今回は地元嘉

島町の嘉島保育園の園児15人が

参加。父母と一緒になって、うなぎ

の稚魚60ｋｇ（およそ1,000匹）

を放流しました。

きれいな川で大きく育て！

うなぎの稚魚の放流

2007年8月2
2日　■イオン

モール高知

「キッズワーカーズスクール」で

ショッピングモールの

仕事に挑戦!

　子どもたちが
楽しみながら、仕

事や社会の仕組
みを働く

ことを通して学ぶ
、小学生対象の体

験型イベントを
開催。入

社式や社員研修
を経て、総合サー

ビスカウンター
、警備、ト

イザらスの仕事
など、修了式まで

の半日を本物の
会社のよ

うなスケジュール
で体験しました

。館内放送や巡回
、無線で

の連絡、商品の
陳列など、緊張し

ながらも積極的
に取り組

んでいました。今
回は小学校4～

6年生の14人が
参加。「仕

事は楽しいけど
大変なこともあ

るとわかった」な
どの感想

が寄せられまし
た。

2007年6月21日　■イオンモール盛岡

　岩手県山田町大浦小学校の6年生12人が、修学旅行の

一環としてイオンモール盛岡を訪問。総合学習で学んだこ

とを通して、郷土のＰＲをしました。小学生たちは、山田町

大浦の特産物である塩蔵若布、干ししいたけや、使用済み

食用油で作った石鹸を買い物客に紹介し、伝統芸能「大浦

さんさ」を披露。また、イオンモール盛岡近隣の土淵小学校

と踊りを通じた交流も行われ、大盛況でした。

　開催後も反響は大きく、参加した小学生から喜びの手紙

も届きました。

郷土の特産物を

買い物客に一生懸命PRしたよ

2008 年1月19日　■イオンモール福岡ルクル

　地元粕屋町の社会福祉協議会主催の障害体験教室を開催。地元の小中学生40人が、県立福岡魁誠高校のボランティアの高校生たちの協力を得て、館内で実際に車いすに乗ってみたり、アイマスクをつけて視覚障害を擬似体験したり、多種多様な“気づき”を習得しました。

気づかなかったことがいっぱい
アイマスクや車いす体験

2007年7月16日・21日　■イオンモール富津

　13	回目を数えるイオンモール富津

杯・ジュニアサッカー選手権大会。富津

市臨海陸上競技場を会場に、君津地区

4市をはじめ南房総市など県南4市の

合計8市から、小学5	年生以下の24

チームが参加し、熱戦が繰り広げられま

した。表彰式はイオンモール富津のセン

トラルコートで開催され、多数のお客さ

まからの拍手を受けました。

「イオンモール富津杯」をめざして

思い切りシュート！

イオンモールは全国のモールを舞台に、

地域の人たちとともに次代を担う子どもたちの心を育む

豊かな体験の場をつくりだしています。



社会とのつながりを深めるために

イオンでは、「すべてはお客さまのために」

を基本に、お客さまの生活文化の向上を目指

し、現状に満足することなく、常に一歩先ん

じていくことが私たちの存在価値であり、イ

オンの「信頼のブランド」を築くことにつなが

ると、2 0 01年に「イオン宣言」を制定しま

した。そして、2 0 0 3 年 4月に「イオン行動

規範」を制定し、私たちのとるべき行動の指

針としました。

毎年１回「イオン行動規範セミナー」を実

施し、サービスカウンターや、警備や清掃を

担当するパートナー企業、ならびに、ご出店

いただいているイオン各社の従業員が参

加し、イオンの理念の徹底を図っています。

2 0 07年度は1, 516 名が参加しました。
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イオンの理念の徹底をめざして

2 0 0 5 年度から「イオンモールS R 賞」を

設け、環境保全や社会貢献活動に積極的に

取り組んだモール・部署を表彰しています。

従業員の自主的な参加や工夫が生きる風土

を醸成したいと考えています。

イオンモールSR賞で、
社会貢献に取り組む姿勢を後押し

イオン行動規範　宣言

一、イオンピープルは、常に多くの人々から支

えられていることに感謝し、ひとときも

謙虚な気持ちを忘れません。

一、イオンピープルは、人々との信頼をなによ

りも重んじ、いかなる時も正直で誠実な

行動を貫きます。

一、イオンピープルは、お客さまの期待を感

動に高めるため、常に自らを磨きます。

一、イオンピープルは、イオンの理想を実現

するため、ためらうことなく変革への挑

戦を続けます。

一、イオンピープルは、地域の発展を願い、よ

き企業市民として社会への奉仕につと

めます。

2007年度SR 賞受賞一覧

お客さまの視点を徹底するために、イオンモールでは全モー

ルに「お客さまの声ボックス」を設置しています。ゼネラルマネー

ジャーはもちろんのこと、社長をはじめ担当役員自らがすべて

に目を通し、お客さまの声の背後にあるニーズを受け止め、お客

さまの声はモールを革新していく原動力と認識しています。

回答はモール内に掲示しており、お客さまの声を受けて改

善した事例は、写真とともにわかりやすく紹介しています。

つねにお客さまの声を指針に

SR賞 受賞モール／部署 実績 全社

行動規範推進賞 イオンモール盛岡 194名 1,516名

募金活動賞

イオンモール成田 243万7,173円

4,328万7,803円イオンモール高知 188万1,711円

イオンモール鶴見リーファ 124万9,657円

献血活動推進賞 イオンモール倉敷 5,026名 3万8,868名

クリーン＆グリーン賞 イオンモール成田 4,288名 4万7,030名

黄色いレシートキャンペーン賞
（投函されたレシート総額）

イオンモール太田 4,898万9154円

2億3,366万8,605円イオンモール京都ハナ 2,173万449円

イオンモール新居浜 527万9,366円

ハートフルマーケット賞 イオンモール大和 148万9,000円 536万638円

環境家計簿団体賞 イオンモールつがる柏 77名 407名

ＳＲ会議特別賞 保険部会（環境家計簿） 67名 407名

合計
2万4,882件

施設
5,408 件
（21.7％）

商品
4,444件
（17.9％）

従業員
7,110件
（28.6％）

サービス
2,007件
（8.1％）

イベント
1,513件
（6.1％）

環境
681件
（2.7％）

その他
3,719件
（14.9％）

イオン行動規範　http://www.aeon.info/aboutaeon/aeon_code_of_conduct/
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幸せの黄色いレシート
キャンペーン

毎月11日のイオンデーに、地域

NPOなど応援したい団体のボッ

クスにお客さまに黄色いレシー

トを入れていただき、集計 額の

１％相当の物品を団体に贈呈。

毎月11日のイオンデーには、モー

ルの周辺を専門店の従業員とと

もに清 掃します。写 真 はイオン

モール浜松志都呂。拡大クリーン

デーとして、浜名湖クリーン作戦

に参加しました。

■（財）イオン環境財団

　イオン１％クラブ事務局長

　神尾 由恵 （かんお よしえ）

■19 年間の広がり

イオン１%クラブが設立されてから、今年で

19年になります。当初は約1億円だった活動

資金も、昨年は約17億円と年々増え、それと

ともに活動内容も広がってきました。グループ

企業各社が税引前利益の1％を拠出していま

すが、昨年度のイオンモールの拠出額はグルー

プ2位とたいへん貢献してもらっています。

また、お客さまにお願いする募金活動も広

がり、国内外の自然災害などへの支援募金の

参加人数もその額も大きくなってきています。

私たちの募金活動の最大の特長は、すべて

の募金活動において、お客さまからの募金額

に、イオン1％クラブから同額をプラスして届

けることです。学校建設の場合には、さらに日

本ユニセフ協会からも同額がプラスされ、お

客さまの善意が何倍にもなって、大きな支援

の力になります。

■イオン1％クラブの活動の3つの柱

イオン１％クラブの活動は、3つの柱があり

ます。「環境保全」「国際的な文化・人材交流・

人材育成」「地域の文化・社会の復興」です。

具体的には、子どもたちに環境について興

味を持ってもらうための「イオン チアーズクラ

ブ」や「ドイツに学ぶエコライフ」ツアーをは

じめ、カンボジアやネパール、ラオスなどでの

学校建設にも取り組んできました。20 07年

はカンボジアに「シアヌーク イオン博物館」

をオープンしました。日本の調査団によって

発掘された石仏約274体を、現地で保護研

究し、多くの人に見てもらうための施設です。

20 0 8 年度は、10 年前から続けてきた地雷

撤去活動に力を入れます。募金活動のほかに

も、「子ども地雷サミット」などを行う準備も

進めています。

■ 800万本の植樹実績

一方、イオン環境財団の大きな活動のひと

つが自然保護活動を行っているNPOの支援

と、知床やマレーシア、中国の万里の長城など

国内外の植樹活動です。お客さまや社員、地

元の方たちみんなが一緒になって、１本１本

植えてきました。その総計は、2 0 0 8 年2月

でグループ全体で約8 0 0万本になりました。

イオン１％クラブもイオン環境財団も、2 0

年近く活動を続けてきた今、こうした私たち

の活動が、お客さまにずいぶん認知されてき

たと感じます。募金のお願いや、その後の報

告、植樹や学校建設ツアーへの参加の呼びか

けなど、小売業であるイオンやディベロッパー

であるイオンモールだからこそできる、情報

発信の力も大きいと感じます。

社会貢献活動は、イオンがまだ岡田屋だっ

た昭和3 0 年代に、すでに奨学金制度などの

活動としてスタートしたもの。地道ながら今日

まで活動を続けてきたことが、グループの成

長につながり、お客さまに支えられ、従業員の

活動の源になっているのです。

4月度 6月度 7月度 8月度 12月度 12月度

北陸能登半島沖
地震

ラオス学校建設
支援募金

新潟県中越沖
地震

24時間テレビ
「愛は地球を救う」

だっこサンタ
クリスマスチャリティ
（日本ユニセフ協会）

ラッピング募金
「パンダ絶滅を
阻止しよう！」

イオン・イオン各社 9,010,667 55.265,889 39,812,440 276,960,401 11,590,582

　うちイオンモール 979,840 3,834,840 2,634,075 16,753,456 18,879,692 204,898

イオン１％クラブ、イオン環境財団 11,000,000 56,000,000 40,187,560 13,409,418

総合計 20,010,667 111,265,889 80,000,000 276,960,401 18,879,692 25,000,000

財団法人 イオン環境財団　http://www.aeon.info/ef/　イオン１％クラブ　http://www.aeon.info/1p/index.html

2007年度の主な募金活動結果

お客さまの支援を得ながら、
社会の一員としての活動を深化させてきました

2006 年から3 カ年計画で、ラオ

スに100 校の建設をめざし「ラ

オス学校建設支援募金」を実施。

2007年までに1億 32 万3,147

円の善意が寄せられ、イオン1%

クラブからの拠出金を合わせた

2 億 632 万 3,147 円で 62 校の

建設を支援。

単位：円

イオン環 境財団では、2008 年

11月11日、「全国都市 緑化ぐん

まフェア」の一環として、太田市

北部運動公園のピクニックの丘

約 0.5ha に 700 本 の苗 木を植

樹。雨にもかかわらず157名の

参加がありました。
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2 0 07年度の人事面での最も大きなテー

マは合併でした。社風も制度も大きく異なる

2 つの会社がひとつになるのですから、乗り

越えなければならない壁はとても大きい。自

らが「新生イオンモール」の一員であることを、

かけ声だけでなく、全員が心から納得できな

ければなりません。

従業員の処遇等に関しては最重要事項と

位置づけ、2 0 07年 4月に発足した合併準

備委員会を中心に調整を進め、出張関係や転

勤に伴う住宅制度など日常業務に関するも

のは合併時に一本化しました。給与体系など

に関しては、両社の資格や給料などのキャリ

アモデルと照合し、合併前の標準年収を下回

ることのないよう、労働組合とも交渉を重ね、

2 0 0 8 年春から統一基準での運用がスター

トしたところです。

ダブルスタンダードが解消された今年度

は、新生イオンモールとしての形に「魂を入れ

る」大切な年になります。真に一本化していく

ためには、仕事の上でお互いのノウハウを交

換し、優れている面を吸収しあうことが重要

です。そこで人事交流を推進しようと、20 0 8

年春に大規模な人事異動を実施しました。

合併によるシナジー効果はこれから十分

に期待できます。ボリュームゾーンがマネー

ジャークラスのベテランと若手とに2分され

ていましたが、合併により中堅層が厚く、バラ

ンスがとれたものになりました。これにより

海外展開に向けた陣容も大きく強化できたこ

とが大きな成果だと考えています。すでに新

卒採用面で、「合併効果」が現れており、海外

でのビジネスを志向する学生がイオンモール

に関心を持つようになりました。

新卒で採用した人材のキャリアアップに

関しては、O J Tを基本に、各人にインストラ

クターがつき、営業部門、オペレーション部門

それぞれのノウハウを指導する体制を取って

います。目標設定や成果の評価とそのフィード

バックなどの透明性を高め、希望するキャリ

アプランにそってステップアップしていける

よう教育制度も整備していきます。

■管理本部 人事総務部 部長

　片江 啓訓（かたえ ひろくに）

人事の諸制度・給与基準を一本化

人事交流を推進し、ノウハウを交流

2005 2006 2007

従業員数
（うち臨時雇用）

489名
（222名）

584名
（296名）

978名
（360名）

障がい者雇用数
（雇用率）

10名
（2.6％）

10名
（2.1％）

13名
（1.5％）

育児休職取得者数 3名 4名 3名

女性管理職数 3名 5名 17名

従業員データ （2008 年 2 月20 日現在）

※臨時雇用者（嘱託社員・フレックス社員）数は、年間の平均人数

※従業員数は単体。社外からの出向を含み、社外への出向を除く

2007年8月に新生イオンモール労働組合の結成式

を行いました。現在組合員は660名（2008月5月20

日現在）、勤務時間が一定以上のフレックス社員も数多

く加入している点が大きな特長です。2007年度は組合

としての方針やビジョンの策定と、前年度から引き続き、

ワークライフバランスの改善と働きやすい職場環境づく

りに取り組んできました。今後も、第一線で働く仲間の声

を集め、働きたい企業に向けた提案を続けていきます。

イオンモール労働組合から
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新生イオンモールが掲げた経営ビジョン

のひとつが、2 017年に「働きたい企業・働

きたいモール・ナンバー１」になるというも

の。国籍・男女・年齢を問わず、持てる力を発

揮できるような労働環境の拡充は、重要な

課題です。

イオンモールでは、育児と仕事・生活の両

立をめざすワークライフバランスの実現に向

けて積極的に取り組んでおり、本社スタッフ

部門には女性管理職も誕生しています。しか

し、モールのマネージャークラスの人材がまだ

育っていないことが課題であり、これから徐々

に育成していきたいと考えています。

高齢化社会への対応としては、介護の問題

もなおざりにすることのできない課題です。

両親の面倒を見る必要が生じた場合には、 

男女を問わず一定期間転勤をしなくてもよ

いような配慮などをすでに制度化していま

すが、さらに拡充していく必要があります。

障害者雇用に関しては、合併による人員増

によって、法定の障害者雇用率（1. 8%）に達

していません。本社だけでなく、全国のモー

ルでもハローワークと連携しながら、１S C

に1人の障害者の雇用を実現していきたい

と考えています。

フレックス社員＊については、すでに2005

2007年 8月20日「次 世代 育成

支援対策推進法」に基づき、次世

代の育成に向けて積極的な支援

を行う企業として厚生労働大臣

より認定を受けました。

19 9 9 年に転 職して旧ダイヤモンドシ

ティに入社しました。当時は女性は一人でし

たが、総合職の女性が年々増え、現在私の

部では、2 6人のうち約1/3 が女性です。

私は主に、新しく作るモールのリーシング

を受け持っています。昨年 2 月から部長と

なったので、部内の目標設定や全体の進捗

管理なども行っています。

女性の場合、好きなファッションのお店と

新業態の提案など
ビジョンと構想力が必要です。

■ テナント開発本部 第 2 テナント開発部 部長

　 山元 広美

交渉したい！といった動機でテナント開発

を希望する人が多いのです。でも単に憧れ

だけではなく、モール全体の魅力を創り出

していくためにどんな組み合わせが求めら

れるかのビジョンと構想力が必要です。今

後は、駅前の再開発や、まったく新しい業態

にもチャレンジしたい。合併を新しい力にし

て、テナントに提案していきたいですね。

年度に職務の習熟度と昇給をリンクさせた

「フレックス社員制度」をスタートさせ、キャ

リアに応じてステップアップの道を開くなど

働きがいを高める環境づくりを進めていま

す。また全国のモールで、テナント従業員の接

客技術の向上など教育面の強化や、従業員

同士の交流にも力を入れています。このよう

な施策を通じて、働きやすく、働きがいのある

ショッピングモールをめざしています。

従業員の多様性を生かし、仕事に打ち込

める環境を整備し、社会や業界他社からも

イオンモールは優れていると認められ、働く

ことに誇りを持てる会社としていきたいと考

えています。

働きたい企業・働きたいモール・ナンバー１

こども参観日を実施しています。社長室を見学したり、お父さ

んの机で家族揃って「はい、チーズ」

育児と仕事の両立支援制度など

についてわかりやすくまとめた

「みんなで子育てすくすくガイド」

を社内イントラネットに掲示。そ

の結果、フレックス社員の育児休

職取得者数が前年までの1名か

ら7名に増えました。女性の育児

休 職 取 得 率は100％、2007年

には男性の育児休職取得者も登

場しています。

＊フレックス社員

当社ではいわゆるパートタイ

マー従業員をフレックス社員と

呼んででいます。
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イオン モ ールで は 2 0 0 2 年 度よりSR

（Social Responsibility）会計を導入し、

環境保全活動や社会貢献活動のコストの定

量的な把握に努め、CSR 経営の指標のひと

つとしてきました。2 0 07年度は、年度途中

の合併により、会計基準が一本化されていな

かったこと、モールのメンテナンス企業との

委託内容が異なるなどの事情があり、昨年と

の単純比較はできませんが、傾向を把握する

ために算出しました。

2007年度の投資額は前年より4億6,160

万円減の10 億 2,18 3万円となりました。

2 0 0 6 年度はガスコージェネレーションへ

の設備投資が大きかったこと、また、氷蓄熱シ

ステムについて、20 07年度は電力会社の資

産として経理処理を行ったことが投資額減少

の大きな要因です。

費用は、前年の約 2倍の3 7億 6 , 9 9 6 万

円でした。モール数の増加で廃棄物関係が

前年の3 倍に増加。公害防止・環境法令順守

関連の費用とあわせて全体の 8 割を占めて

います。

今後は、投資効果および技術開発動向を把

握・検証しながら、高効率の省エネ設備の導入

や自然エネルギーの導入検討を行い、省エネ・

省コストを図っていきます。

「効果」の定量評価が課題

環境保全コストの主な内訳

32

投資 費用
（単位：万円）

2006 2007 前年比 2006 2007 前年比

環境関係調査費用 − − 8,934.4 7115.2 79.6% 大店立地法のための調査、交通量調査等

環境保全資材の導入 29,188.5 23,348.6 80.0% 12,002.2 10,327.6 86.0%
投資／リサイクル建築資材など
費用／エコ消火器、再生OA用紙など

植樹活動・多様性保全 12,859.5 22,673.7 176.3% 21,090.9 29,192.6 138.4%
投資／植樹祭、屋上・壁面緑化
費用／育樹祭、植栽管理等

公害防止・環境法令順守 18,163.0 21,377.6 117.7% 86,940.6 168,183.3 193.4%
投資／厨房除害施設、浄化槽中水利用
費用／大気汚染防止、水質汚濁防止

省エネ・省資源 83,802.8 30,913.2 36.9% 16.0 11.2 70.0%
投資／ LEDサイン、太陽光発電ほか
費用／文具リユース、節水機器導入

廃棄物処理とリサイクル − − 39,750.1 130,822.0 329.1% 廃棄物処理・管理費用

環境管理 − − 3,925.7 4,106.2 104.6% ISO推進、事務局運営、情報発信

事故・緊急事態予防・対応 − − 386.4 228.9 59.2% 地下タンク検査、オイル吸着マットなど

社会貢献・福祉関連 4,328.7 3,870.0 89.4% 8,686.0 27,008.7 310.9%
投資／身障者用駐車場、バルーンシェルター
費用／イオン1%クラブ拠出金ほか

計 148,342.5 102183.1 68.9% 181,732.3 376,995.7 207.4%

期間：	2007年 2月21日～ 2008 年 2月20日（2007年 2月21日から2007年 8月20日までの旧ダイヤモンドシティの金額は計上していません）

対象：	イオンモール㈱　ISO14001適用範囲内とする

	 ①複合コスト・・・環境目的以外のコストと結合している場合についても、原則として全額計上しています。

	 ②人件費・・・イオンモール従業員の人件費は原則として計上していません。ただし、「モール施設メンテナンス」、「モールでの廃棄物処理とリサイクル」は人件費を計上しています。

	 ③投資・・・期中に発生した環境負荷低減の関連機器および施設への投資額で計上しています。（リース契約の場合は、費用に計上）

	 　　　　　導入後、移管もしくは変動したものも導入時の金額が判明している場合は投資として計上しています。

投資額

費用額

2006

2007

2006

2007 37億6,996万円
（前年比207.4%）

10億2,183万円
（前年比68.9%）

18億1,732万円

14億8,343万円

植樹活動・
多様性保全

0.1% 7.2%

事故・緊急事態
予防・対応

省エネ・
省資源

1.9% 2.7%

6.6%4.9%

7.7% 0.003%

環境
管理
1.1%

環境関係
調査費用

社会貢献・
福祉関連

環境保全
資材の導入

44.6%

47.8%

56.6%19.7%

30.3%22.8%

21.9%

公害防止・
環境法令順守 34.7%

廃棄物処理と
リサイクル

0.008%11.6% 0.2% 4.8%

3.8%20.9%22.2%

2.2%

2.9%12.2%8.7%

償却資産への設備投資のうち、環境保全目的の支出。効果は長期に及ぶ。

当期の環境保全対策として発生した額。原則として１年間のみ。
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環境監査研究会代表幹事、
NPO法人社会的責任投資フォーラム代表理事

後藤 敏彦
1941年愛知県生まれ。1964年東京大学法学部卒業。

東京経済大学現代法学部の非常勤講師。現在、環境管理規格審議委員会EPE小委・

14005WG委員、環境省化学物質と環境円卓会議メンバー、国交省交通政策審議会

環境部会委員、環境コミュニケーション大賞審査委員、日本環境経営大賞審査委員、

朝日企業市民賞外部専門委員、日経環境広告賞審査委員などを務める。『環境コミュ

ニケーション入門』(共著)他

イオンモール広島府中ソレイユにて

ラクティスにしていただきたいと思いますし、これこそが

今すべての事業者に求められている中長期計画の模範と

考えます。

また、バリ行動計画は南北問題解決宣言ともいえるもの

です。上記の取り組みを途上国への展開で役立たせるこ

とをコミットされていますが、それこそ企業の役割、すなわ

ちCSRと考えます。次年度以降の報告書ではさまざまな

取り組みが紹介されるものと期待していますが、現場での

ヒューマンな要素、取り組んだ人の顔や声が分かると面白

いと思います。

シルバー世代への取り組みも記載を

さまざまな取り組みが継続され、それぞれが深まりつ

つあることが分かります。とくに子どもに関する取り組み

はSCごとに工夫をこらして実施されていることが分かり

ます。子どもの感性から感じ取った何かがあるはずです

が、それも見えるようにするともっとよいと思います。シル

バー世代への取り組みも多いと思いますが、必ずしもよく

見えませんので次はもっと記載されることを期待したい。

子どもの感性とシルバーの智恵のシナジーから何かが生

まれてくると面白いと思います。

生物多様性への貢献の深化を期待

息の長い植林活動はすばらしいのですが、生物多様性に

ついての取り組みもみえるように期待します。2010 年に

は生物多様性条約の締結国会議(COP10) が名古屋市

で開催され、テーマのひとつは民間の取り組みと聞いてい

ます。生態系サービスからどんな恩恵をうけ、どんな貢献

ができるかを棚卸しすることが第一歩と思います。

以上のさまざまなことの熟成が「グローバル 5」成功の

基になると思われます。

最後に、今後ますます多くの情報提供のニーズが高まる

と思われます。ウェブの併用でどのようにCSR 報告を充

実させていくかは、ゴールのない永遠の課題であると考え

ています。

使命はコミュニティの創造と文化の発展への寄与

イオンモール広島府中ソレイユを見学させていただき、

入社数年の若い女性が大きな権限を与えられ、生き生きと

自信をもって環境の取り組みを推進されているのを知りま

した。同系とはいえ異文化の2 社が合併され新しい企業

文化創造の試練の時と想像していましたが杞憂でした。異

文化の共存、共振、発展への寄与がモールの最大の使命の

ひとつと考えますので、合併の経験が生かされることを期

待します。緒言で社長がコミットされた「地域活性化のお

手伝い」ということの本質が上述の使命と思います。

これから海外、特にアジアへの展開では新しい文化の持

込と同時に元の文化の発展への寄与も期待されます。文

化の価値は、中にいる人には認識されにくく、外からの人に

よりその価値が発見、発掘されることが多いものです。新

しく展開される現地の文化の価値を外からの目で発見、発

掘し、持ち込む文化と共振させ、外への発信も手伝うとい

うことが期待されています。

現在の 4 6 S C を 2 017年には 3 倍強の15 0 S C 体

制にするという意欲的な計画を立てておられます。掲げ

られました「夢 のあ る未

来」（　　　）、「輝 き の あ

るまちづくり」の実現は、コ

ミットされた「コミュニティ

の創造」を貫徹されること

がキーと考えます。

CO2 削減のべストプラクティスに

「2 017年世界ナンバーワンの環境マネジメントモー

ル」を掲げられました。この中身は特筆ものです。途中

の2 012 年にCO2を総量で3 0%、1SC当りにすると

5 8%の削減で、20 07年12月の気候変動バリ会議で採

択された決議文のひとつにある「先進国は 2 0 2 0 年に

25 ～ 4 0%削減の必要性」をはるかに先取りするもので

す。アメニティ空間を提供している事業者としてのベストプ
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